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クラック深
42cm(査定時)

復旧厚根拠
No.0

～No.0+3.3
No.0+3.3

～No.0+13.5
No.0+13.5
～No.1+1.1

クラック深
計測不可(表層のみ)

クラック深
計測不可(表層のみ)

路面災区間 路面災区間
沈下区間

地震災2号箇所その1 L=21.1m

5
4
0

42cm表層工 表層工

※本図の標高は測地成果2011である。

AsJaAs

2.0% 2.0%

1:
1.
2

標準断面図
S=1:100

下層路盤工：RC-40

表　層　工：密粒度As13F t= 4cm

t=10cm

t=30cm

上層路盤工：M-40

下層路盤工：RC-40

表　層　工：密粒度As13F t= 4cm

t=10cm上層路盤工：M-40

t=30cm

【申請：アスファルト舗装工】【現況：アスファルト舗装工】

法
面
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護
工
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表　層　工
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層 等値換算係数

等値換算厚 16.2 15.0 13.7

※施工時には現地CBR1.6%以上を確認すること

※注

・NO.0+3.3～NO.0+13.5間は沈下区間かつ同程度の縦断クラックが確認されたため、最大クラック深42cm(査定時)を復旧厚設定根拠とした。

・No.0～No.0+3.3間は路盤クラック深が確認不可のため、表層工復旧および不陸整正とした。

・No.0+13.5～No.1+1.1間は路盤クラック深が確認不可のため、表層工復旧および不陸整正とした。
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(令和６年災)復旧サビヤ山線

輪 島 市

石 川 県 輪 島 市 門 前 町 浦 上

奥 　 地

その１横断図

1:100
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令 和 ７ 年 度

3

２号箇所

１葉中　１番

そ の １ 横 断 図 ( 1 / 1 )

43※本図の標高は測地成果2011である。
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Ja

工種

土工

数量細分

路床盛土 -

掘削工(地山) -

工種

土工

数量細分

路床盛土

掘削工(地山)

工種

土工

数量細分

路床盛土

掘削工(地山)

工種
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路肩盛土 -

-盛土法面整形

法面保護工 -植生シート張工

-路体盛土

路肩盛土

盛土法面整形

法面保護工 植生シート張工

路肩盛土

盛土法面整形

法面保護工 植生シート張工

路肩盛土

盛土法面整形
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路肩盛土 -

-盛土法面整形
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※注

・NO.0+3.3～NO.0+13.5間は沈下区間かつ同程度の縦断クラックが確認されたため、最大クラック深42cm(査定時)を復旧厚設定根拠とした。

査定時クラック深
42cm

0.1

・No.0～No.0+3.3間は路盤クラック深が確認不可のため、表層工復旧および不陸整正とした。

・No.0+13.5～No.1+1.1間は路盤クラック深が確認不可のため、表層工復旧および不陸整正とした。
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5
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2.962

2.300

5.100

4.138

4.444

10.801

3

6

2.4257909
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4.370

角度

1.100

4.980

4.512

4.930

10.801

4.521

13

辺A(下底)

1

4

7.1828500

4.9795489

-

-

4.300

5.100

4.850

4.444

1.100

6.436

11

合計面積 (m2)

2

2.1840237
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1.000

辺C(上底)
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4.138
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基礎砕石

RC-40

敷モルタル

1:3

Ｕ型側溝
S=1:20

BF-300

嵩上工

18-8-40
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※本図の標高は測地成果2011である。

as as
Ja

2.0%

as

施工基準高

5.0%

1:0.8

1:0.8
人力併用バックホウ掘削(地山)

人力併用バックホウ掘削(ルーズ)

掘削工(ルーズ)

標準断面図
S=1:100

最大クラック深
134cm(査定時)

下層路盤工：RC-40

表　層　工：密粒度As13F t= 4cm

t=10cm

t=30cm

上層路盤工：M-40

【現況：アスファルト舗装工】

下層路盤工：RC-40

表　層　工：密粒度As13F t= 4cm

t=10cm上層路盤工：M-40

t=30cm

【申請：アスファルト舗装工】
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埋戻し

鋼製Ｌ型擁壁

掘削工(地山)

盛土工(路床盛土)

盛土工(路体盛土)

ガードレール
Gr-C-2B

4mピッチ配置
ガードレール独立基礎

※施工時には現地CBR1.6%以上を確認すること

表　層　工

上層路盤工

下層路盤工
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平　面　図
S=1:500

クラック深

134cm(査定時)

クラック深

111cm(査定時)

40cm

BF3
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NO.6+8.0～NO.8+5.5

NO.7～NO.8+5.5

クラック深

クラック深

クラック深

6cm

クラック深

8cm

NO.2+3.6～NO.4+14.9

IP.2

IP.4

IP.6

NO.8+14.8～NO.9+17.4

NO.2+4.3～NO.4+14.1

NO.2+3.9～NO.4+14.5

NO.8+15.5～NO.9+16.6

NO.8+15.1～NO.9+17.0

路面災区間 路面災区間沈下区間

NO.1+11.7
～NO.2+0.8

NO.2+0.8～NO.4+18.4 NO.4+18.4
～NO.5+5.0
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NO.8+8.4～NO.9+7.8
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NO.5+7.2～NO.6+15.1

計測不可(表層のみ)

計測不可(表層のみ)

地震災2号箇所復旧延長 L=284m

Ｕ型側溝撤去再設置 L=35.9m

嵩上工撤去新設 L=23.4m

1号鋼製Ｌ型擁壁 L=53.0m 3号鋼製Ｌ型擁壁 L=26.0m

ガードレール新設(Gr-C-2B) L=52.0m

ガードレール独立基礎　14組 ガードレール独立基礎　7組

ガードレール新設(Gr-C-2B) L=25.0m

舗装復旧範囲

L=12.1mL=8.3m L=52.0m

Ｕ型側溝撤去再設置 L=26.2m

嵩上工撤去新設 L=18.1m

L=6.6mL=57.6m

舗装復旧範囲

2号鋼製Ｌ型擁壁 L=19.0m

ガードレール独立基礎　6組

ガードレール新設(Gr-C-2B) L=19.0m

その3まで31.4m

L=9.1m

その1から10.6m 地震災2号箇所その2 L=167.7m

斜面対策範囲　L=27.9m
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1
1
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8cm 134cm 111cm 6cm

地震災2号箇所その2 L=167.7m

斜面対策範囲　L=27.9m

表層工 表層工

※本図の標高は測地成果2011である。

※注

・No.1+11.7～No.2+5.7間はクラック深が8cmのため、上層路盤全層の復旧とした。

・NO.2+5.7～NO.4+18.4間は沈下区間かつ同程度の縦断クラックが確認されたため、最大クラック深134cm(査定時)を復旧厚設定根拠とした。

・NO.6+15.3～EC.6間は沈下区間かつ同程度の縦断クラックが確認されたため、最大クラック深111cm(査定時)を復旧厚設定根拠とした。

・EC.6～No.9+19.4間はクラック深が6cmのため、上層路盤全層の復旧とした。

・No.4+18.4～No.5+5.0間は路盤クラック深が確認不可のため、表層工復旧および不陸整正とした。

・No.6+7.0～No.6+15.3間は路盤クラック深が確認不可のため、表層工復旧および不陸整正とした。また、右側2mのみクラック深40cmを復旧厚設定根拠とした。
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工種 数量細分

土工 掘削工(ルーズ) -

掘削工(地山)

-人力 併 用バ ッ クホ ウ掘 削 (ﾙｰｽﾞ)

路床盛土

路肩盛土 -

路体盛土

床掘(地山)

埋戻し

-人力 併 用バ ッ クホ ウ掘 削 (地山)

法面保護工 -植生シート張工

-構造物取壊工 構造物取壊し

植生マット工 -

切土法面整形

人力切土法面整形

-

-

-盛土法面整形

工種 数量細分

土工 掘削工(ルーズ) -

掘削工(地山)

-人力 併 用バ ッ クホ ウ掘 削 (ﾙｰｽﾞ)

路床盛土

路肩盛土

-路体盛土

床掘(地山)

埋戻し

-

-

-人力 併 用バ ッ クホ ウ掘 削 (地山)

法面保護工 -植生シート張工

-構造物取壊工 構造物取壊し

植生マット工 -

切土法面整形

人力切土法面整形

-

-

-盛土法面整形

工種 数量細分

土工 掘削工(ルーズ) -

掘削工(地山)

人力 併 用バ ッ クホ ウ掘 削 (ﾙｰｽﾞ)

路床盛土 -

路肩盛土 -

-路体盛土

床掘(地山)

埋戻し

-

-

-人力 併 用バ ッ クホ ウ掘 削 (地山)

法面保護工 -植生シート張工

-構造物取壊工 構造物取壊し

植生マット工 -

切土法面整形

人力切土法面整形

-

-

-盛土法面整形

工種 数量細分

土工 掘削工(ルーズ) -

掘削工(地山)

-人力 併 用バ ッ クホ ウ掘 削 (ﾙｰｽﾞ)

路床盛土

路肩盛土 -

路体盛土

床掘(地山)

埋戻し

-人力 併 用バ ッ クホ ウ掘 削 (地山 )

法面保護工 -植生シート張工

構造物取壊工 構造物取壊し

植生マット工 -

切土法面整形

人力切土法面整形

-

-

-盛土法面整形

工種 数量細分

土工 掘削工(ルーズ) -

掘削工(地山)

-人力 併 用バ ッ クホ ウ掘 削 (ﾙｰｽﾞ)

路床盛土

路肩盛土 -

路体盛土

床掘(地山)

埋戻し

-人力 併 用バ ッ クホ ウ掘 削 (地山 )

法面保護工 -植生シート張工

構造物取壊工 構造物取壊し

植生マット工 -

切土法面整形

人力切土法面整形

-

-

-盛土法面整形

工種 数量細分

土工 掘削工(ルーズ) -

掘削工(地山)

-人力 併 用バ ッ クホ ウ掘 削 (ﾙｰｽﾞ)

路床盛土

路肩盛土 -

路体盛土

床掘(地山)

埋戻し

-人力 併 用バ ッ クホ ウ掘 削 (地山 )

法面保護工 -植生シート張工

構造物取壊工 構造物取壊し

植生マット工 -

切土法面整形

人力切土法面整形

-

-

-盛土法面整形

工種 数量細分

土工 掘削工(ルーズ) -

掘削工(地山)

-人力 併 用バ ッ クホ ウ掘 削 (ﾙｰｽﾞ)

路床盛土

路肩盛土 -

路体盛土

床掘(地山)

埋戻し

-人力 併 用バ ッ クホ ウ掘 削 (地山 )

法面保護工 -植生シート張工

構造物取壊工 構造物取壊し

植生マット工 -

切土法面整形

人力切土法面整形

-

-

-盛土法面整形

工種 数量細分

土工 掘削工(ルーズ) -

掘削工(地山)

-人力 併 用バ ッ クホ ウ 掘削 (ﾙｰｽﾞ)

路床盛土

路肩盛土 -

路体盛土

床掘(地山)

埋戻し

-人力 併 用バ ッ クホ ウ 掘削 (地山 )

法面保護工 -植生シート張工

構造物取壊工 構造物取壊し

植生マット工 -

切土法面整形

人力切土法面整形

-

-

-盛土法面整形

工種 数量細分

土工 掘削工(ルーズ) -

掘削工(地山)

-人力 併 用バ ッ クホ ウ 掘削 (ﾙｰｽﾞ)

路床盛土

路肩盛土

路体盛土

床掘(地山)

埋戻し

-人力 併 用バ ッ クホ ウ 掘削 (地山 )

法面保護工 植生シート張工

構造物取壊工 構造物取壊し

植生マット工 -

切土法面整形

人力切土法面整形

-

-

盛土法面整形

工種 数量細分

土工 掘削工(ルーズ) -

掘削工(地山)

-人力 併 用バ ッ クホ ウ 掘削 (ﾙｰｽﾞ)

路床盛土

路肩盛土

路体盛土

床掘(地山)

埋戻し

-

-

-人力 併 用バ ッ クホ ウ 掘削 (地山 )

法面保護工 植生シート張工

-構造物取壊工 構造物取壊し

植生マット工 -

切土法面整形

人力切土法面整形

-

-

盛土法面整形

工種 数量細分

土工 掘削工(ルーズ) -

掘削工(地山) -

-人力 併 用バ ッ クホ ウ 掘削 (ﾙｰｽﾞ)

路床盛土 -

路肩盛土 -

-路体盛土

床掘(地山)

埋戻し

-

-

-人力 併 用バ ッ クホ ウ 掘削 (地山 )

法面保護工 -植生シート張工

-構造物取壊工 構造物取壊し

植生マット工 -

切土法面整形

人力切土法面整形

-

-

-盛土法面整形
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※注

・No.1+11.7～No.2+5.7間はクラック深が8cmのため、上層路盤全層の復旧とした。

・NO.2+5.7～NO.4+18.4間は沈下区間かつ同程度の縦断クラックが確認されたため、最大クラック深134cm(査定時)を復旧厚設定根拠とした。

・NO.6+15.3～EC.6間は沈下区間かつ同程度の縦断クラックが確認されたため、最大クラック深111cm(査定時)を復旧厚設定根拠とした。

・EC.6～No.9+19.4間はクラック深が6cmのため、上層路盤全層の復旧とした。

・No.4+18.4～No.5+5.0間は路盤クラック深が確認不可のため、表層工復旧および不陸整正とした。

・No.6+7.0～No.6+15.3間は路盤クラック深が確認不可のため、表層工復旧および不陸整正とした。また、右側2mのみクラック深40cmを復旧厚設定根拠とした。
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※本図の標高は測地成果2011である。
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工種 数量細分

土工 掘削工(ルーズ)

掘削工(地山) -

人力 併 用バ ッ クホ ウ 掘削 (ﾙｰｽﾞ)

路床盛土 -

路肩盛土 -

-路体盛土

床掘(地山)

埋戻し

-

-

人力 併 用バ ッ クホ ウ 掘削 (地山 )

法面保護工 -植生シート張工

-構造物取壊工 構造物取壊し

植生マット工

切土法面整形

人力切土法面整形

-盛土法面整形

工種 数量細分

土工 掘削工(ルーズ)

掘削工(地山) -

人力 併 用バ ッ クホ ウ 掘削 (ﾙｰｽﾞ)

路床盛土 -

路肩盛土 -

-路体盛土

床掘(地山)

埋戻し

-

-

人力 併 用バ ッ クホ ウ 掘削 (地山 )

法面保護工 -植生シート張工

-構造物取壊工 構造物取壊し

植生マット工

切土法面整形

人力切土法面整形

-盛土法面整形

工種 数量細分

土工 掘削工(ルーズ)

掘削工(地山) -

-人力 併 用バ ッ クホ ウ 掘削 (ﾙｰｽﾞ)

路床盛土 -

路肩盛土 -

-路体盛土

床掘(地山)

埋戻し

-

-

-人力 併 用バ ッ クホ ウ 掘削 (地山 )

法面保護工 -植生シート張工

-構造物取壊工 構造物取壊し

植生マット工 -

切土法面整形

人力切土法面整形

-

-

-盛土法面整形

工種 数量細分

土工 掘削工(ルーズ)

掘削工(地山)

人力 併 用バ ッ クホ ウ 掘削 (ﾙｰｽﾞ)

路床盛土 -

路肩盛土 -

-路体盛土

床掘(地山)

埋戻し

-

-

-人力 併 用バ ッ クホ ウ 掘削 (地山 )

法面保護工 -植生シート張工

-構造物取壊工 構造物取壊し

植生マット工 -

切土法面整形

人力切土法面整形

-

-

-盛土法面整形

工種 数量細分

土工 掘削工(ルーズ)

掘削工(地山) -

人力 併 用バ ッ クホ ウ掘 削 (ﾙｰｽﾞ)

路床盛土 -

路肩盛土 -

-路体盛土

床掘(地山)

埋戻し

-

-

人力 併 用バ ッ クホ ウ掘 削 (地山 )

法面保護工 -植生シート張工

-構造物取壊工 構造物取壊し

植生マット工

切土法面整形

人力切土法面整形

-盛土法面整形

工種 数量細分

土工 掘削工(ルーズ)

掘削工(地山)

-人力 併 用バ ッ クホ ウ掘 削 (ﾙｰｽﾞ)

路床盛土 -

路肩盛土

-路体盛土

床掘(地山)

埋戻し

-人力 併 用バ ッ クホ ウ掘 削 (地山 )

法面保護工 -植生シート張工

-構造物取壊工 構造物取壊し

植生マット工 -

切土法面整形

人力切土法面整形 -

-盛土法面整形

工種 数量細分

土工 掘削工(ルーズ) -

掘削工(地山)

-人力 併 用バ ッ クホ ウ掘 削 (ﾙｰｽﾞ)

路床盛土

路肩盛土 -

-路体盛土

床掘(地山)

埋戻し

-人力 併 用バ ッ クホ ウ掘 削 (地山 )

法面保護工 -植生シート張工

-構造物取壊工 構造物取壊し

植生マット工 -

切土法面整形

人力切土法面整形

-

-

-盛土法面整形

工種 数量細分

土工 掘削工(ルーズ) -

掘削工(地山)

-人力 併 用バ ッ クホ ウ掘 削 (ﾙｰｽﾞ)

路床盛土 -

路肩盛土

-路体盛土

床掘(地山)

埋戻し

-人力 併 用バ ッ クホ ウ掘 削 (地山 )

法面保護工 -植生シート張工

-構造物取壊工 構造物取壊し

植生マット工 -

切土法面整形

人力切土法面整形

-

-

-盛土法面整形

工種 数量細分

土工 掘削工(ルーズ) -

掘削工(地山)

-人力 併 用バ ッ クホ ウ掘 削 (ﾙｰｽﾞ)

路床盛土

路肩盛土

-路体盛土

床掘(地山)

埋戻し

-人力 併 用バ ッ クホ ウ掘 削 (地山)

法面保護工 -植生シート張工

-構造物取壊工 構造物取壊し

植生マット工 -

切土法面整形

人力切土法面整形

-

-

-盛土法面整形

工種 数量細分

土工 掘削工(ルーズ) -

掘削工(地山)

-人力 併 用バ ッ クホ ウ掘 削 (ﾙｰｽﾞ)

路床盛土

路肩盛土

-路体盛土

床掘(地山)

埋戻し

-人力 併 用バ ッ クホ ウ掘 削 (地山)

法面保護工 -植生シート張工

-構造物取壊工 構造物取壊し

植生マット工 -

切土法面整形

人力切土法面整形

-

-

-盛土法面整形

工種 数量細分

土工 掘削工(ルーズ) -

掘削工(地山)

-人力 併 用バ ッ クホ ウ掘 削 (ﾙｰｽﾞ)

路床盛土

路肩盛土

-路体盛土

床掘(地山)

埋戻し

-人力 併 用バ ッ クホ ウ掘 削 (地山)

法面保護工 -植生シート張工

-構造物取壊工 構造物取壊し

植生マット工 -

切土法面整形

人力切土法面整形

-

-

-盛土法面整形

EC.3

NO.5+7.20

NO.6

BC.4 NO.7

NO.6+15.10

EC.4

MC.4

MC.4

BC.5

NO.8 NO.8

MC.5～NO.8+7.90

8.4

9.1

9.8

4.8

0.3

0.2

0.7

1.0

1.7

0.7

3.7

4.0

4.3

4.3

6.2

6.2

4.6

5.1

0.9

0.1

0.1

0.2

0.4

0.3

0.1

0.2

0.3

0.1

0.1

0.1

0.1

0.1

0.1

0.1

0.1

0.1

6.2

6.3

12.5

6.2

6.0

12.2

6.2

4.4

10.6

5.2

0.1

0.1

-

-

0.7

※注

・No.1+11.7～No.2+5.7間はクラック深が8cmのため、上層路盤全層の復旧とした。

・NO.2+5.7～NO.4+18.4間は沈下区間かつ同程度の縦断クラックが確認されたため、最大クラック深134cm(査定時)を復旧厚設定根拠とした。

・NO.6+15.3～EC.6間は沈下区間かつ同程度の縦断クラックが確認されたため、最大クラック深111cm(査定時)を復旧厚設定根拠とした。

・EC.6～No.9+19.4間はクラック深が6cmのため、上層路盤全層の復旧とした。

・No.4+18.4～No.5+5.0間は路盤クラック深が確認不可のため、表層工復旧および不陸整正とした。

・No.6+7.0～No.6+15.3間は路盤クラック深が確認不可のため、表層工復旧および不陸整正とした。また、右側2mのみクラック深40cmを復旧厚設定根拠とした。
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S=1:100

林道

自動車道

林道施設災害
路 線 名

番 号

設

計

者

審

査

者

　　　事業事 業 名

設計速度

施行主体

地 内

林道区分

名 称

施 行 地

年 度

縮 尺 図 面

級別区分
１級

(令和６年災)復旧サビヤ山線

輪 島 市

石 川 県 輪 島 市 門 前 町 浦 上

奥 　 地

1:100

20km/h

令 和 ７ 年 度

２号箇所

その２横断図

そ の ２ 横 断 図 ( 3 / 3 )

３葉中　３番
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GH=234.59

DL=232.000

FH=234.670

EC.5

GH=234.06

DL=231.000

FH=234.193

NO.8+15.60

GH=233.81

DL=230.000

FH=233.894

BC.6

GH=233.80

DL=230.000

FH=233.888

NO.9

GH=233.74

DL=230.000

FH=233.749

NO.9+7.90

GH=233.88

DL=230.000

FH=233.891

EC.6

GH=234.23

DL=231.000

FH=234.230

NO.9+16.90

GH=234.90

DL=233.000

FH=234.977

NO.8+8.60

GH=234.45

DL=233.000

FH=234.450

NO.9+19.40

※本図の標高は測地成果2011である。

as

Ja

as Ja
as

Jaas
as

as asJa

Jaas as

as asJa

as

as

GH=233.63

DL=230.000

FH=233.735

査定時クラック深
111cm

2.0%

2.0% 2.0%

2.0%

2.0% 1.718%

6.0%

6.0%

6.0%

6.0%

6.0%

3.333%

3.33% 1.96%

as

as

0.783%

工種 数量細分

土工 掘削工(ルーズ) -

掘削工(地山)

-人力 併 用バ ッ クホ ウ 掘削 (ﾙｰｽﾞ)

路床盛土

路肩盛土

路体盛土

床掘(地山)

埋戻し

-人力 併 用バ ッ クホ ウ 掘削 (地山 )

法面保護工 植生シート張工

構造物取壊工 構造物取壊し

植生マット工 -

切土法面整形

人力切土法面整形

-

-

-盛土法面整形

工種 数量細分

土工 掘削工(ルーズ) -

掘削工(地山)

-人力 併 用バ ッ クホ ウ 掘削 (ﾙｰｽﾞ)

路床盛土

路肩盛土

路体盛土

床掘(地山)

埋戻し

-人力 併 用バ ッ クホ ウ 掘削 (地山 )

法面保護工 -植生シート張工

構造物取壊工 構造物取壊し

植生マット工 -

切土法面整形

人力切土法面整形

-

-

-盛土法面整形

工種 数量細分

土工 掘削工(ルーズ) -

掘削工(地山)

-人力 併 用バ ッ クホ ウ 掘削 (ﾙｰｽﾞ)

路床盛土

路肩盛土 -

路体盛土

床掘(地山)

埋戻し

-人力 併 用バ ッ クホ ウ 掘削 (地山 )

法面保護工 -植生シート張工

構造物取壊工 構造物取壊し

植生マット工 -

切土法面整形

人力切土法面整形

-

-

-盛土法面整形

工種 数量細分

土工 掘削工(ルーズ) -

掘削工(地山)

-人力 併 用バ ッ クホ ウ 掘削 (ﾙｰｽﾞ)

路床盛土

路肩盛土 -

路体盛土

床掘(地山)

埋戻し

-人力 併 用バ ッ クホ ウ 掘削 (地山 )

法面保護工 -植生シート張工

構造物取壊工 構造物取壊し

植生マット工 -

切土法面整形

人力切土法面整形

-

-

-盛土法面整形

工種 数量細分

土工 掘削工(ルーズ) -

掘削工(地山)

-人力 併 用バ ッ クホ ウ掘 削 (ﾙｰｽﾞ)

路床盛土

路肩盛土 -

路体盛土

床掘(地山)

埋戻し

-人力 併 用バ ッ クホ ウ掘 削 (地山 )

法面保護工 -植生シート張工

構造物取壊工 構造物取壊し

植生マット工 -

切土法面整形

人力切土法面整形

-

-

-盛土法面整形

工種 数量細分

土工 掘削工(ルーズ) -

掘削工(地山)

-人力 併 用バ ッ クホ ウ掘 削 (ﾙｰｽﾞ)

路床盛土

路肩盛土 -

路体盛土

床掘(地山)

埋戻し

-人力 併 用バ ッ クホ ウ掘 削 (地山 )

法面保護工 -植生シート張工

構造物取壊工 構造物取壊し

植生マット工 -

切土法面整形

人力切土法面整形

-

-

-盛土法面整形

工種 数量細分

土工 掘削工(ルーズ) -

掘削工(地山)

-人力 併 用バ ッ クホ ウ掘 削 (ﾙｰｽﾞ)

路床盛土

路肩盛土 -

路体盛土

床掘(地山)

埋戻し

-人力 併 用バ ッ クホ ウ掘 削 (地山 )

法面保護工 -植生シート張工

構造物取壊工 構造物取壊し

植生マット工 -

切土法面整形

人力切土法面整形

-

-

-盛土法面整形

工種 数量細分

土工 掘削工(ルーズ) -

掘削工(地山)

-人力 併 用バ ッ クホ ウ掘 削 (ﾙｰｽﾞ)

路床盛土

路肩盛土 -

路体盛土

床掘(地山)

埋戻し

-人力 併 用バ ッ クホ ウ掘 削 (地山 )

法面保護工 -植生シート張工

構造物取壊工 構造物取壊し

植生マット工 -

切土法面整形

人力切土法面整形

-

-

-盛土法面整形

工種 数量細分

土工 掘削工(ルーズ) -

掘削工(地山) -

-人力 併 用バ ッ クホ ウ掘 削 (ﾙｰｽﾞ)

路床盛土 -

路肩盛土 -

-路体盛土

床掘(地山)

埋戻し

-

-

-人力 併 用バ ッ クホ ウ掘 削 (地山)

法面保護工 -植生シート張工

-構造物取壊工 構造物取壊し

植生マット工 -

切土法面整形

人力切土法面整形

-

-

-盛土法面整形

工種 数量細分

土工 掘削工(ルーズ) -

掘削工(地山)

-人力 併 用バ ッ クホ ウ掘 削 (ﾙｰｽﾞ)

路床盛土

路肩盛土 -

路体盛土

床掘(地山)

埋戻し

-人力 併 用バ ッ クホ ウ掘 削 (地山)

法面保護工 -植生シート張工

構造物取壊工 構造物取壊し

植生マット工 -

切土法面整形

人力切土法面整形

-

-

-盛土法面整形

EC.5

NO.8+15.60

BC.6 EC.6

NO.9+7.90

MC.6

MC.6

NO.9NO.8+7.90～NO.8+8.60

NO.9+16.90～NO.9+17.40

NO.9+17.40～NO.9+19.40

6.9

6.5

6.5

6.8

6.8

6.5

6.6

6.7

0.9

4.8

5.2

6.1

6.8

6.8

7.2

6.7

5.4

1.6

0.3

2.1

3.4

9.4

9.4

8.9

8.2

7.0

1.3

0.2

0.1

0.7

2.8

5.0

12.1

12.1

10.9

10.4

8.8

3.2

0.3

0.5

0.7

0.8

0.8

0.7

0.6

0.5

0.5

0.4

0.6

1.6

3.3

3.3

3.7

3.1

1.7

0.9

0.7

※注

・No.1+11.7～No.2+5.7間はクラック深が8cmのため、上層路盤全層の復旧とした。

・NO.2+5.7～NO.4+18.4間は沈下区間かつ同程度の縦断クラックが確認されたため、最大クラック深134cm(査定時)を復旧厚設定根拠とした。

・NO.6+15.3～EC.6間は沈下区間かつ同程度の縦断クラックが確認されたため、最大クラック深111cm(査定時)を復旧厚設定根拠とした。

・EC.6～No.9+19.4間はクラック深が6cmのため、上層路盤全層の復旧とした。

・No.4+18.4～No.5+5.0間は路盤クラック深が確認不可のため、表層工復旧および不陸整正とした。

・No.6+7.0～No.6+15.3間は路盤クラック深が確認不可のため、表層工復旧および不陸整正とした。また、右側2mのみクラック深40cmを復旧厚設定根拠とした。
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林道施設災害
路 線 名

番 号
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計

者

審

査

者

　　　事業事 業 名

設計速度

施行主体

地 内

林道区分

名 称

施 行 地

年 度

縮 尺 図 面

級別区分
１級

(令和６年災)復旧サビヤ山線

輪 島 市

石 川 県 輪 島 市 門 前 町 浦 上

奥 　 地

1:100

20km/h

令 和 ７ 年 度

２号箇所

S=1:100

その2鋼製Ｌ型擁壁工展開図 ３葉中　１番

その2鋼製Ｌ型擁壁工展開図( 1 / 3 )
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EC.2

標準断面図

NO
.2

DL=230.00

凡 例

壁面材(1.0m)

壁面材(0.5m)

端部壁面材(0.5m)

現況地形線

埋戻し線

水平土被り1mライン

排水材

基盤排水層(C-40)

背面排水材設置位置

NO
.2
+5
.7
0

NO
.3

BC
.2

MC
.2

NO
.4

EC
.2

BC
.3

MC
.3

▽234.71

▽235.29

▽236.88

▽238.65
▽239.16

▽239.97

▽240.59

1:
1.
2

1:1.2

▽232.70
▽232.20 ▽232.20

▽232.70
▽233.20

▽233.70
▽234.20

▽234.70
▽235.20

▽236.20

▽237.20
▽237.70

▽238.70

底面幅：B(m)

壁高：H(m)

縦横断排水溝詳細図 S=1/20

暗渠集排水材φ125

透水フィルター

フィルター材
C-40

程度

as as
Ja

2.0%

査定時クラック深
134cm

水平排水材

壁前面の地山は残す

掘削線

めっき品、マット付

鋼製L型擁壁

天端調整壁面材(天端保護材付)

ガードレール基礎

吸出し防止材

基盤排水層
C-40

透水フィルター

暗渠集排水材φ125

背面排水材

暗渠集排水材φ125

▽237.17

天端側面板

天端側面板

▽240.85

項目（頻度） 管理値又は許容値

施  工  管  理  基  準  値

特  記  事  項

完成後の壁面勾配

・盛土材は転圧作業が行えるもの、または転圧作業ができるように改
　良する事を前提とする。

・背面の掘削面に湧水がある場合は、壁体内に水が侵入しないような
　排水対策を施すこと。

・施工管理基準値は以下の項目を目安とし、各機関の基準に従うもの
　とする。

・所定の壁面勾配±0.03H(H;壁高)

最大地盤反力度

2
常　時

盛土材の内部摩擦角

盛土材の単位体積重量

設  計  条  件

3

φ＝30°

載荷重(活荷重)  w＝10.0kN/m
2

2

盛土材の締固度
3（盛土材500m に1回） ・岩石質盛土材の場合は、工法規定方式で管

　理するものとする。

・JIS A 1210のA,B法による最大乾燥密度の
　95%以上、C,D,E法で90%以上とする。

・実施に際して土質試験等を行い、所定の土質定数や支持力を満足するか

　確認すること。

縦支柱材

DL=230.00

γ＝19.0kN/m

qmax＝182kN/m ＜ qa=300kN/m測点 EC.2(H=5.0m)

※本図の標高は測地成果2011である。

1.0以上

5.67 14.33 2.55 13.49 8.51 6.82 3.024.98

2.15

2
.
0
0

1
.
5
0

1.00 5.00 4.00 5.00 5.00 4.00 4.00 2.00 1.00 5.00 4.00 1.001.00 1.00 1.00 1.00 1.00

0.17 2.853.52

1号鋼製L型擁壁　L=53.00m

天端調整壁面材　53m

H=2.0

B=1.3 B=1.8

H=3.0

B=2.0

H=3.5 H=4.5 H=5.0H=4.0 H=4.5 H=4.5

H=3.5

H=4.0

B=1.8

H=3.0
H=2.5

B=1.6

B=1.0

H=1.5

300

1
.
5
0

6.600.50 0.50

7.60 0.65

0.200.45

0.30B=2.00m

H
=
5
.
0
0
m

0
～

0
.
5

0
.
5
以

上

3.00

H=5.0 H=4.5

4.00

H=5.0



林道

自動車道

林道施設災害
路 線 名

番 号

設

計

者

審

査

者

　　　事業事 業 名

設計速度

施行主体

地 内

林道区分

名 称

施 行 地

年 度

縮 尺 図 面

級別区分
１級

(令和６年災)復旧サビヤ山線

輪 島 市

石 川 県 輪 島 市 門 前 町 浦 上

奥 　 地

1:100

20km/h

令 和 ７ 年 度

２号箇所

S=1:100

その2鋼製Ｌ型擁壁工展開図

その2鋼製Ｌ型擁壁工展開図( 2 / 3 )

３葉中　２番

11

43

BC.6

標準断面図

凡 例

壁面材(1.0m)

壁面材(0.5m)

端部壁面材(0.5m)

現況地形線

埋戻し線

水平土被り1mライン

排水材

MC.5

NO.8+8.60
EC.5

NO.8+15.60
BC.6NO.9

MC.6

NO.9+7.90
EC.6

DL=230.00

▽233.73 ▽233.56 ▽233.54 ▽233.73 ▽233.74

▽234.15
▽234.63

▽234.93

▽235.83

▽231.90
▽231.40

▽230.90 ▽230.90
▽231.40

▽231.90

▽232.90
▽233.40

1:
1.
2

1:1.2

底面幅：B(m)

壁高：H(m)

DL=230.00

as Ja
as

6.0%

めっき品、マット付

鋼製L型擁壁

(B)
壁前面の地山は残す

掘削線

(
H
)

排水材

天端調整壁面材(天端保護材付)

ガードレール基礎

天端側面板

天端側面板

項目（頻度） 管理値又は許容値

施  工  管  理  基  準  値

特  記  事  項

完成後の壁面勾配

・盛土材は転圧作業が行えるもの、または転圧作業ができるように改
　良する事を前提とする。

・背面の掘削面に湧水がある場合は、壁体内に水が侵入しないような
　排水対策を施すこと。

・施工管理基準値は以下の項目を目安とし、各機関の基準に従うもの
　とする。

・所定の壁面勾配±0.03H(H;壁高)

最大地盤反力度

H=3.0m qmax＝129kN/m ＜ qa=300kN/m
2

常　時

盛土材の内部摩擦角

盛土材の単位体積重量

設  計  条  件

3

φ＝30°

載荷重(活荷重)  w＝10.0kN/m
2

2

盛土材の締固度
3（盛土材500m に1回） ・岩石質盛土材の場合は、工法規定方式で管

　理するものとする。

・JIS A 1210のA,B法による最大乾燥密度の
　95%以上、C,D,E法で90%以上とする。

・実施に際して土質試験等を行い、所定の土質定数や支持力を満足するか

　確認すること。

縦支柱材

γ＝19.0kN/m

※本図の標高は測地成果2011である。

8.372.814.483.990.124.901.403.39

1
.
5
0

1
.
0
0

0.502.89 0.80 7.57

2号鋼製L型擁壁　L=19.00m

天端調整壁面材　19m

1.00 1.00 7.00 1.00 4.00 3.00 1.00 1.00

B=1.0

H=1.5 H=2.5

B=1.6

H=2.0

B=1.3

B=1.8

H=3.0 H=2.5

B=1.6 B=1.0

H=1.5

B=0.8

H=1.0

1
.
1
8

5.250.50 0.50

6.25

0.450.20

0.65

4
.
0
0

2.00 0.30

0.45 0.20

0.65

0
.
3
1

1.600.30

2
.
5
0

0
.
5
以

上

1.0以上

0
～

0
.
5



林道

自動車道

林道施設災害
路 線 名

番 号

設

計

者

審

査

者

　　　事業事 業 名

設計速度

施行主体

地 内

林道区分

名 称

施 行 地

年 度

縮 尺 図 面

級別区分
１級

(令和６年災)復旧サビヤ山線

輪 島 市

石 川 県 輪 島 市 門 前 町 浦 上

奥 　 地

1:100

20km/h

令 和 ７ 年 度

２号箇所

S=1:100

その2鋼製Ｌ型擁壁工展開図

その2鋼製Ｌ型擁壁工展開図( 3 / 3 )

３葉中　３番

12

43

MC.6

標準断面図

凡 例

壁面材(1.0m)

壁面材(0.5m)

端部壁面材(0.5m)

現況地形線

埋戻し線

水平土被り1mライン

排水材

基盤排水層(C-40)

背面排水材設置位置

EC
.5

NO
.8
+1
5.
60

BC
.6

NO
.9 MC

.6
NO
.9
+7
.9
0

EC
.6

NO
.9
+1
6.
90

NO
.9
+1
9.
40

DL=230.00

▽234.60
▽234.11 ▽234.11 ▽233.95 ▽233.94 ▽234.07 ▽234.25

1:1.2
1:
1.
2

▽231.80

▽230.80

▽229.80
▽229.30 ▽229.30

▽229.80
▽230.30

▽230.80

▽231.80

底面幅：B(m)

壁高：H(m)

縦横断排水溝詳細図 S=1/20

暗渠集排水材φ125

透水フィルター

フィルター材
C-40

程度

暗渠集排水材φ125

天端側面板

▽234.25
天端側面板

▽234.41

as asJa

査定時クラック深
111cm

6.0%

壁前面の地山は残す

掘削線

めっき品、マット付

鋼製L型擁壁

水平排水材

吸出し防止材

基盤排水層
C-40

透水フィルター

暗渠集排水材φ125

背面排水材

天端調整壁面材(天端保護材付)

ガードレール基礎

項目（頻度） 管理値又は許容値

施  工  管  理  基  準  値

特  記  事  項

完成後の壁面勾配

・盛土材は転圧作業が行えるもの、または転圧作業ができるように改
　良する事を前提とする。

・背面の掘削面に湧水がある場合は、壁体内に水が侵入しないような
　排水対策を施すこと。

・施工管理基準値は以下の項目を目安とし、各機関の基準に従うもの
　とする。

・所定の壁面勾配±0.03H(H;壁高)

最大地盤反力度

2
常　時

盛土材の内部摩擦角

盛土材の単位体積重量

設  計  条  件

3

φ＝30°

載荷重(活荷重)  w＝10.0kN/m
2

2

盛土材の締固度
3（盛土材500m に1回） ・岩石質盛土材の場合は、工法規定方式で管

　理するものとする。

・JIS A 1210のA,B法による最大乾燥密度の
　95%以上、C,D,E法で90%以上とする。

・実施に際して土質試験等を行い、所定の土質定数や支持力を満足するか

　確認すること。

縦支柱材

DL=230.00

γ＝19.0kN/m

測点 MC.6(H=4.5m) qmax＝161kN/m ＜ qa=300kN/m

※本図の標高は測地成果2011である。

4.36 4.40 0.15 7.71 2.43 5.30 4.68 2.69

0.833.53

1
.
5
0

2
.
0
0

0.50 2.19

3号鋼製L型擁壁　L=26.00m

天端調整壁面材　26m

1.00 2.00 5.00 10.00 3.00 2.00 2.00 1.00

H=2.0

B=1.3 B=1.8

H=3.0

B=2.0

H=4.0 H=4.5 H=4.0 H=3.5

B=1.8

H=3.0 H=2.0

B=1.3

300

1
.
1
8

5.900.50 0.50

6.90

1.300.30

2
.
0
0

0.30

0
.
1
4

2
.
0
0

0.450.20

0.65

0.200.45 0.20

0.65

H
=
4
.
5
0
m

0
.
5
以

上

0
～
0
.
5

0.30B=2.00m

1.0以上



林道

自動車道

林道施設災害
路 線 名

番 号

設

計

者

審

査

者

　　　事業事 業 名

設計速度

施行主体

地 内

林道区分

名 称

施 行 地

年 度

縮 尺 図 面

級別区分
１級

(令和６年災)復旧サビヤ山線

輪 島 市

石 川 県 輪 島 市 門 前 町 浦 上

奥 　 地

図　示

20km/h

令 和 ７ 年 度

２号箇所

－　H=1.00m　－ S=1:10

その2鋼製Ｌ型擁壁　構造詳細図

その2鋼製Ｌ型擁壁　構造詳細図(1/9)

９葉中　１番

13

43

平　面　図 (A-A)

壁面材
連結棒 : φ13

底面梁材

六角ボルト10.9
M16 L=55

注：斜タイ材と座金は支柱材のU形内側に挿入

M16 L=55
六角ボルト 10.9

2枚座金 t=4.5

斜タイ材

Z-Z

Y-Y

連結棒 : φ13

M16 L=55
六角ボルト 10.9

M16 L=75
六角ボルト 10.9

X-X

連結棒 : φ13

L-65×65×6×100
連結補強材

M16 L=75
六角ボルト 10.9

M16 L=55
六角ボルト 10.9

EX-50×152.4×8×9
基礎板:250×914

Y-Y

壁面材重ね部分

部分詳細図

スペーサーt=18

連結補強材
L-65×65×6×100

アンカー材
L-100×100×7

L-65×65×6×800

底面前端桁材
L-100×100×7

（s=1/10）

EX-50×200×6×6
壁面材

端部壁面材（側面板）

平面図正面図

EX-50×200×6×6
壁面材

六角ナットM22

壁面材 : EX-50×200×6×6

AA

Z-Z

X-X

正　面　図 断　面　図

M16 L=75 M16 L=55
六角ボルト10.9

六角ボルト10.9

底面前端桁材
L-100×100×7×500

縦支柱材
FB-4.5×250×1000

連結棒：φ13

底面前端桁材
L-100×100×7×500

アンカー材
L-100×100×7×500

壁面材

縦支柱材

六角ボルト10.9

六角ボルト10.9

斜タイ材
FB-6×50×881

FB-4.5×250

 EX-50×200×6×6

×1000

M16 L=55

M16 L=55

2枚座金 t=4.5

8
0
0

100 100
9
1
4

≒600

5
0
0

≒
6
0
0

≒600

500
5
0
0

1200

200

1200

5
0
0

800

914

78

1
0
0
0

1200

1000

1000



林道

自動車道

林道施設災害
路 線 名

番 号

設

計

者

審

査

者

　　　事業事 業 名

設計速度

施行主体

地 内

林道区分

名 称

施 行 地

年 度

縮 尺 図 面

級別区分
１級

(令和６年災)復旧サビヤ山線

輪 島 市

石 川 県 輪 島 市 門 前 町 浦 上

奥 　 地

図　示

20km/h

令 和 ７ 年 度

２号箇所

S=1:10－　H=1.50m　－

その2鋼製Ｌ型擁壁　構造詳細図

その2鋼製Ｌ型擁壁　構造詳細図(2/9)

９葉中　２番

14

43

連結棒：φ13

底面梁材

正　面　図

平　面　図 (A-A)

壁面材

底面前端桁材
L-100×100×7×500

アンカー材
L-100×100×7×500

壁面材

壁面材
連結棒 : φ13

底面梁材

断　面　図

縦支柱材

六角ボルト10.9

ワイヤ-クリップ

A A

六角ボルト 10.9
M16 L=55

六角ボルト 10.9

M16 L=75
M16 L=55

六角ボルト10.9
六角ボルト10.9

Z-Z

壁面材 : EX-50×200×6×6

Y-Y

X-X

斜タイ材
FB-6×50×1216

底面前端桁材
L-100×100×7×500

L-65×65×6×1000

アンカー材
L-100×100×7×500

L-65×65×6×1000

底面前端桁材
L-100×100×7×500

FB-4.5×300  EX-50×200×6×6

EX-50×200×6×6
壁面材

端部壁面材（側面板）

平面図正面図

EX-50×200×6×6
壁面材

×1500

縦支柱材
FB-4.5×300×1500

M16 L=55

M16 L=55

注：斜タイ材と座金は支柱材のU形内側に挿入

M16 L=55
六角ボルト 10.9

2枚座金 t=4.5

斜タイ材

Z-Z

Y-Y

連結棒 : φ13

M16 L=55
六角ボルト 10.9

M16 L=75
六角ボルト 10.9

X-X

連結棒 : φ13

L-65×65×6×100
連結補強材

M16 L=75
六角ボルト 10.9

M16 L=55
六角ボルト 10.9

EX-50×152.4×8×9
基礎板:250×914

壁面材重ね部分

部分詳細図

スペーサーt=18

連結補強材
L-65×65×6×100

（s=1/10）

六角ナットM22

2枚座金 t=4.5

8
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5
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林道

自動車道

林道施設災害
路 線 名

番 号

設

計

者

審

査

者

　　　事業事 業 名

設計速度

施行主体

地 内

林道区分

名 称

施 行 地

年 度

縮 尺 図 面

級別区分
１級

(令和６年災)復旧サビヤ山線

輪 島 市

石 川 県 輪 島 市 門 前 町 浦 上

奥 　 地

図　示

20km/h

令 和 ７ 年 度

２号箇所

S=1:10－　H=2.00m　－

その2鋼製Ｌ型擁壁　構造詳細図

その2鋼製Ｌ型擁壁　構造詳細図(3/9)

９葉中　３番
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正　面　図

平　面　図 (A-A)

壁面材

壁面材連結棒：φ13

六角ボルト 10.9

底面梁材

断　面　図

六角ボルト 10.9
M16 L=55

アンカー材
L-130×130×9×800底面前端桁材

L-130×130×9×800

縦支柱材

六角ボルト 10.9

底面梁材

連結棒：φ13

壁面材

A A

M16 L=55

ワイヤ-クリップ M16 L=55

M16 L=55

M16 L=75
六角ボルト 10.9

六角ボルト 10.9

壁面材 : EX-50×200×6×6

Z-Z

Y-Y

X-X

斜タイ材
FB-9×65×1606

FB-4.5×350×2000

EX-50×200×6×6

L-65×65×6×1300

アンカー材
L-130×130×9×800

L-65×65×6×1300

底面前端桁材
L-130×130×9×800

底面前端桁材
L-130×130×9×800

EX-50×200×6×6
壁面材

端部壁面材（側面板）

平面図正面図

EX-50×200×6×6
壁面材

縦支柱材
FB-4.5×350×2000

W-W

注：斜タイ材と座金は支柱材のU形内側に挿入

斜タイ材

2枚座金 t=4.5

六角ボルト 10.9

M16 L=55

Z-Z

部分詳細図(s=1/10)

Y-Y

X-X

連結棒：φ13
L-65×65×6×150
連結補強材

M16 L=75
六角ボルト 10.9

M16 L=55
六角ボルト 10.9

連結棒：φ13

連結補強材
L-65×65×6×150

M16 L=75
六角ボルト 10.9

M16 L=55
六角ボルト 10.9

EX-50×152.4×8×9
基礎板:250×914

壁面材重ね部分

六角ナットM22
スペーサーt=18

W-W

M16 L=75
六角ボルト 10.9

M16 L=55
六角ボルト 10.9

2枚座金 t=4.5
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(令和６年災)復旧サビヤ山線

輪 島 市
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図　示

20km/h

令 和 ７ 年 度

２号箇所

－　H=2.50m　－ S=1:15

その2鋼製Ｌ型擁壁　構造詳細図

その2鋼製Ｌ型擁壁　構造詳細図(4/9)
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連結棒：φ13

縦支柱材

底面梁材

正　面　図

平　面　図 (A-A)

壁面材

アンカー材
L-130×130×9×800

壁面材

壁面材
連結棒：φ13

底面梁材

断　面　図

L-130×130×9×800
底面前端桁材

ワイヤ-クリップ

A A

六角ボルト 10.9
M16 L=55

六角ボルト 10.9
M16 L=55

壁面材 : EX-50× 200×6× 6

Z-Z

M16 L=55

M16 L=75
六角ボルト 10.9

六角ボルト 10.9

Y-Y

X-X

斜タイ材
FB-9×65×2208

斜タイ材
FB-9×65×1684

FB-4.5×350×2500

EX-50×200×6×6

L-65×65×6×1600L-130×130×9×800
底面前端桁材

L-65×65×6×1600

L-130×130×9×800
底面前端桁材

六角ボルト 10.9
M16 L=55

アンカー材
L-130×130×9×800

底面梁補強材
L-65×65×6×300

六角ボルト 10.9
M16 L=55

EX-50×200×6×6
壁面材

端部壁面材（側面板）

平面図正面図

EX-50×200×6×6
壁面材

縦支柱材
FB-4.5×350×2500

斜タイ材

六角ナットM22
スペーサーt=18

W-W

注：斜タイ材と座金は支柱材のU形内側に挿入

斜タイ材

2枚座金 t=4.5

六角ボルト 10.9
M16 L=55

Z-Z

Y-Y

X-X

連結棒：φ13
L-65×65×6×150
連結補強材

M16 L=75
六角ボルト 10.9

M16 L=55
六角ボルト 10.9

連結棒：φ13

連結補強材
L-65×65×6×150

M16 L=75
六角ボルト 10.9

M16 L=55
六角ボルト 10.9

EX-50×152.4×8×9
基礎板:250×914

部分詳細図

壁面材重ね部分

六角ナットM22
スペーサーt=18

(s=1/10)

W-W

M16 L=75
六角ボルト 10.9

M16 L=55
六角ボルト 10.9

2枚座金 t=4.5
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地 内
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施 行 地

年 度
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級別区分
１級

(令和６年災)復旧サビヤ山線

輪 島 市

石 川 県 輪 島 市 門 前 町 浦 上

奥 　 地

図　示

20km/h

令 和 ７ 年 度

２号箇所

S=1:15－　H=3.00m　－

その2鋼製Ｌ型擁壁　構造詳細図(5/9)

その2鋼製Ｌ型擁壁　構造詳細図 ９葉中　５番
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正　面　図

平　面　図 (A-A)

底面前端桁材 アンカー材

壁面材
連結棒：φ13

断　面　図

A A

ワイヤ-クリップ

M16 L=55

六角ボルト 10.9
M16 L=55

六角ボルト 10.9
M16 L=55

L-130×130×9×800L-130×130×9×800
六角ボルト 10.9

M16 L=75

壁面材 : EX-50×200×6×6

Z-Z

M16 L=55
六角ボルト 10.9

Y-Y

X-X

底面梁材

縦支柱材

壁面材

連結棒：φ13

壁面材

斜タイ材
FB-9×65×2594

斜タイ材
FB-9×65×1920

L-65×65×6×1800

EX-50×200×6×6

FB-4.5×400×3000

底面前端桁材
L-130×130×9×800

底面前端桁材
L-130×130×9×800

アンカー材
L-130×130×9×800

L-65×65×6×1800

斜タイ材

六角ナットM22

L-65×65×6×300

M16 L=55

スペーサーt=18

底面梁材

底面梁補強材

六角ボルト 10.9

六角ボルト 10.9

EX-50×200×6×6
壁面材

端部壁面材（側面板）

平面図正面図

EX-50×200×6×6
壁面材

縦支柱材
FB-4.5×400×3000
縦支柱材
FB-4.5×400×3000

W-W

注：斜タイ材と座金は支柱材のU形内側に挿入

斜タイ材

2枚座金 t=4.5

六角ボルト 10.9
M16 L=55

Z-Z

Y-Y

X-X

連結棒：φ13
L-65×65×6×150
連結補強材

M16 L=75
六角ボルト 10.9

M16 L=55
六角ボルト 10.9

連結棒：φ13

連結補強材
L-65×65×6×150

M16 L=75
六角ボルト 10.9

M16 L=55
六角ボルト 10.9

EX-50×152.4×8×9
基礎板:250×914

部分詳細図

壁面材重ね部分

六角ナットM22
スペーサーt=18

(s=1/10)

W-W

M16 L=75
六角ボルト 10.9

M16 L=55
六角ボルト 10.9

2枚座金 t=4.5
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施行主体

地 内

林道区分

名 称

施 行 地

年 度

縮 尺 図 面

級別区分
１級

(令和６年災)復旧サビヤ山線

輪 島 市

石 川 県 輪 島 市 門 前 町 浦 上

奥 　 地

図　示

20km/h

令 和 ７ 年 度

２号箇所

S=1:15－　H=3.50m　－

その2鋼製Ｌ型擁壁　構造詳細図(6/9)

その2鋼製Ｌ型擁壁　構造詳細図 ９葉中　６番
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注：斜タイ材と座金は支柱材のU形内側に挿入

斜タイ材

2枚座金 t=4.5

六角ボルト 10.9
M16 L=55

Z-Z

Y-Y

X-X

連結棒：φ13
L-65×65×6×150
連結補強材

M16 L=75
六角ボルト 10.9

M16 L=55
六角ボルト 10.9

連結棒：φ13

連結補強材
L-65×65×6×150

M16 L=75
六角ボルト 10.9

M16 L=55
六角ボルト 10.9

EX-50×152.4×8×9
基礎板:250×914

部分詳細図

壁面材重ね部分

六角ナットM22
スペーサーt=18

(s=1/10)

W-W

M16 L=75
六角ボルト 10.9

M16 L=55
六角ボルト 10.9

2枚座金 t=4.5

壁面材

底面梁材
L-65×65×6×2000

L-130×130×9×800
底面前端桁材

六角ボルト 10.9
M16 L=55

Y-Y

連結棒：φ13

スペーサーt=18
六角ナットM22

六角ボルト 10.9
M16 L=75

壁面材

継 手
PL-150×6×128

継手部分平面詳細 
アンカー材
L-130×130×9×500

連結棒：φ13 EX-50×200×6×6
壁面材

端部壁面材（側面板）

平面図正面図

EX-50×200×6×6
壁面材

正　面　図

平　面　図　(A-A)

壁面材

L-130×130×9×800
底面前端桁材

断　面　図

アンカー材
L-130×130×9×500

縦支柱材

連結棒：φ13

底面梁材

縦支柱材
FB-4.5×350×2200

L-65×65×6×2000

底面前端桁材

アンカー材
L-130×130×9×500

壁面材
EX-50×200×6×6

斜タイ材

L-130×130×9×800

A A

六角ボルト 10.9
M16 L=55

タイ材 D16

継手 PL-150×6×128

タイ材 D16

アンカー材
L-130×130×9×500

六角ボルト 10.9
M16 L=55

FB-4.5×350×2200

Z-Z

X-X

壁面材 : EX-50×200×6×6

六角ボルト 10.9
M16 L=55

六角ボルト 10.9
M16 L=75

アンカー材
L-130×130×9×500

ワイヤ-クリップ

六角ボルト 10.9
M16 L=55六角ボルト 10.9

M16 L=75

六角ボルト 10.9
M16 L=75

FB-9×65×1953

縦支柱材
FB-4.5×350×1300

L=2800

L=2800

縦支柱材
FB-4.5×350×1300

W-W
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　　　事業事 業 名

設計速度

施行主体

地 内

林道区分

名 称

施 行 地

年 度

縮 尺 図 面

級別区分
１級

(令和６年災)復旧サビヤ山線

輪 島 市

石 川 県 輪 島 市 門 前 町 浦 上

奥 　 地

図　示

20km/h

令 和 ７ 年 度

２号箇所

S=1:20－　H=4.00m　－

その2鋼製Ｌ型擁壁　構造詳細図(7/9)

その2鋼製Ｌ型擁壁　構造詳細図 ９葉中　７番
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A A

正　面　図 断　面　図

平　面　図 (A-A)

底面前端桁材

壁面材

アンカー材
L-130×130×9×500

連結棒：φ13

EX-50×200×6×6
壁面材

アンカー材
L-130×130×9×500

六角ボルト 10.9
M16 L=55

タイ材 D16

アンカー材
L-130×130×9×500

継手 PL-150×6×128

タイ材 D16

縦支柱材
FB-4.5×350×2200

タイ材 D16

底面梁材

斜タイ材 FB-9×65×1953

L-130×130×9×800

アンカー材
L-130×130×9×500

六角ボルト 10.9
M16 L=55

底面前端桁材
L-130×130×9×800

L-65×65×6×2000

Z-Z

X-X

壁面材 : EX-50×200× 6×6

六角ボルト 10.9
M16 L=55

六角ボルト 10.9
M16 L=75

ワイヤ-クリップ

六角ボルト 10.9
M16 L=55

六角ボルト 10.9六角ボルト 10.9
M16 L=75 M16 L=75

連結棒：φ13

スペーサーt=18
六角ナットM22六角ボルト 10.9

M16 L=75

壁面材

継 手
PL-150×6×128

継手部詳細平面

EX-50×200×6×6
壁面材

端部壁面材（側面板）

平面図正面図

EX-50×200×6×6
壁面材

縦支柱材
FB-4.5×350×1800

L=2800

L=3200

縦支柱材
FB-4.5×350×2200

縦支柱材
FB-4.5×350×1800

L=3200

壁面材

底面梁材
L-65×65×6×2000

L-130×130×9×800
底面前端桁材

六角ボルト 10.9
M16 L=55

Y-Y

アンカー材
L-130×130×9×500

連結棒：φ13

W-W

連結棒：φ13

注：斜タイ材と座金は支柱材のU形内側に挿入

斜タイ材

2枚座金 t=4.5

六角ボルト 10.9
M16 L=55

Z-Z

Y-Y

L-65×65×6×150
連結補強材

X-X

スペーサーt=18
六角ナットM22

六角ボルト 10.9
M16 L=55

六角ボルト 10.9
M16 L=75

部分詳細図

壁面材重ね部分

L-65×65×6×150
連結補強材

連結棒：φ13

六角ボルト 10.9
M16 L=75

EX-50×152.4×8×9
基礎板:250×914

六角ボルト 10.9
M16 L=55

(s=1/10)

W-W

M16 L=75

六角ボルト 10.9

M16 L=55

六角ボルト 10.9

2枚座金 t=4.5
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　　　事業事 業 名

設計速度

施行主体

地 内

林道区分

名 称

施 行 地

年 度

縮 尺 図 面

級別区分
１級

(令和６年災)復旧サビヤ山線

輪 島 市

石 川 県 輪 島 市 門 前 町 浦 上
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図　示

20km/h

令 和 ７ 年 度

２号箇所

S=1:20－　H=4.50m　－

その2鋼製Ｌ型擁壁　構造詳細図(8/9)

その2鋼製Ｌ型擁壁　構造詳細図 ９葉中　８番
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A A

正　面　図 断　面　図

平　面　図 (A-A)

底面前端桁材

壁面材

アンカー材
L-130×130×9×500

L-130×130×9×500

連結棒：φ13

EX-50×200×6×6
壁面材

アンカー材
L-130×130×9×500

六角ボルト 10.9
M16 L=55

タイ材 D16

アンカー材
L-130×130×9×500

継手 PL-150×6×128

タイ材 D16

縦支柱材
FB-4.5×350×1700

タイ材 D16

タイ材 D16

底面梁材

斜タイ材 FB-9×65×1953

L-130×130×9×800

アンカー材
L-130×130×9×500六角ボルト 10.9

M16 L=50

六角ボルト 10.9
M16 L=55

底面前端桁材
L-130×130×9×800

六角ボルト 10.9
M16 L=55

L-65×65×6×2000

Z-Z

X-X

壁面材 : EX-50× 200× 6× 6

六角ボルト 10.9
M16 L=55

六角ボルト 10.9
M16 L=75

ワイヤ-クリップ

アンカー材

六角ボルト 10.9
M16 L=75

六角ボルト 10.9
M16 L=75

EX-50×200×6×6
壁面材

端部壁面材（側面板）

平面図正面図

EX-50×200×6×6
壁面材

L=3700

縦支柱材
FB-4.5×350×2800

L=2800

縦支柱材
FB-4.5×350×1700

縦支柱材
FB-4.5×350×2800

L=2800

L=3700

連結棒：φ13

スペーサーt=18
六角ナットM22六角ボルト 10.9

M16 L=75

壁面材

継 手
PL-150×6×128

継手部詳細平面

壁面材

底面梁材
L-65×65×6×2000

L-130×130×9×800
底面前端桁材

六角ボルト 10.9
M16 L=55

Y-Y

アンカー材
L-130×130×9×500

連結棒：φ13

W-W

連結棒：φ13

注：斜タイ材と座金は支柱材のU形内側に挿入

斜タイ材

2枚座金 t=4.5

六角ボルト 10.9
M16 L=55

Z-Z

Y-Y

L-65×65×6×150
連結補強材

X-X

スペーサーt=18
六角ナットM22

六角ボルト 10.9
M16 L=55

六角ボルト 10.9
M16 L=75

部分詳細図

壁面材重ね部分

L-65×65×6×150
連結補強材

連結棒：φ13

六角ボルト 10.9
M16 L=75

EX-50×152.4×8×9
基礎板:250×914

六角ボルト 10.9
M16 L=55

(s=1/10)

W-W

M16 L=75

六角ボルト 10.9

M16 L=55

六角ボルト 10.9

2枚座金 t=4.5
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林道施設災害
路 線 名

番 号

設
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者

審

査

者

　　　事業事 業 名

設計速度

施行主体

地 内

林道区分

名 称

施 行 地

年 度

縮 尺 図 面

級別区分
１級

(令和６年災)復旧サビヤ山線

輪 島 市

石 川 県 輪 島 市 門 前 町 浦 上

奥 　 地

図　示

20km/h

令 和 ７ 年 度

２号箇所

S=1:20－　H=5.00m　－

その2鋼製Ｌ型擁壁　構造詳細図(9/9)

その2鋼製Ｌ型擁壁　構造詳細図 ９葉中　９番
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A A

正　面　図

平　面　図 (A-A)

底面前端桁材

壁面材

アンカー材
L-130×130×9×500

L-130×130×9×500

連結棒：φ13

EX-50×200×6×6
壁面材

アンカー材
L-130×130×9×500

六角ボルト 10.9
M16 L=55

タイ材 D16

アンカー材
L-130×130×9×500

継手 PL-150×6×128

タイ材 D16

縦支柱材
FB-4.5×350×2200

タイ材 D16

タイ材 D16

底面梁材

斜タイ材 FB-9×65×1953

L-130×130×9×800

アンカー材
L-130×130×9×500

六角ボルト 10.9
M16 L=55

六角ボルト 10.9
M16 L=55

底面前端桁材
L-130×130×9×800

六角ボルト 10.9
M16 L=55

L-65×65×6×2000

Z-Z

X-X

壁面材 : EX-50× 200×6×6

六角ボルト 10.9
M16 L=55

六角ボルト 10.9
M16 L=75

ワイヤ-クリップ

アンカー材

六角ボルト 10.9
M16 L=75

六角ボルト 10.9
M16 L=75

EX-50×200×6×6
壁面材

端部壁面材（側面板）

平面図正面図

EX-50×200×6×6
壁面材

L=2800

L=3700

縦支柱材
FB-4.5×350×2800

縦支柱材
FB-4.5×350×2200

縦支柱材
FB-4.5×350×2800

L=3700

L=2800

連結棒：φ13

スペーサーt=18
六角ナットM22六角ボルト 10.9

M16 L=75

壁面材

継 手
PL-150×6×128

継手部詳細平面

壁面材

底面梁材
L-65×65×6×2000

L-130×130×9×800
底面前端桁材

六角ボルト 10.9
M16 L=55

Y-Y

アンカー材
L-130×130×9×500

連結棒：φ13

W-W

連結棒：φ13

注：斜タイ材と座金は支柱材のU形内側に挿入

斜タイ材

2枚座金 t=4.5

六角ボルト 10.9
M16 L=55

Z-Z

Y-Y

L-65×65×6×150
連結補強材

X-X

スペーサーt=18
六角ナットM22

六角ボルト 10.9
M16 L=55

六角ボルト 10.9
M16 L=75

部分詳細図

壁面材重ね部分

L-65×65×6×150
連結補強材

連結棒：φ13

六角ボルト 10.9
M16 L=75

EX-50×152.4×8×9
基礎板:250×914

六角ボルト 10.9
M16 L=55

(s=1/10)

W-W

M16 L=75

六角ボルト 10.9

M16 L=55

六角ボルト 10.9

2枚座金 t=4.5

断　面　図
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施行主体

地 内

林道区分

名 称

施 行 地

年 度

縮 尺 図 面

級別区分
１級

(令和６年災)復旧サビヤ山線

輪 島 市

石 川 県 輪 島 市 門 前 町 浦 上

奥 　 地

１葉中　１番

図　示

20km/h

令 和 ７ 年 度

２号箇所

S=1:10

その2鋼製Ｌ型擁壁　天端壁面材詳細図(1/1)

その2鋼製Ｌ型擁壁 天端壁面材詳細図
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腹起し材

腹起し材設置位置

斜タイ材設置位置

斜タイ材設置位置 壁面材
EX-50× 152.4×4.5×5

壁面材 斜タイ材

腹起し材
土砂吸出し防止マット

間隔約0.5m

（緑化マット） 斜タイ材

天端保護材

天端保護材

壁面材
EX-50× 152.4×4.5×5

正　面 側　面

底　面

壁　面　材

側　面　板

EX-50×152.4×4.5×5

LX-ウォール

φ9

t=2.3、R形

φ16

ワイヤ-クリップ

EX-50×152.4×4.5×5
壁面材

40°

2000(1000)

2000(1000)

6
0
0

5080

715

1000

6
1
0

6
4
9

570

2000 (1000)

2000 (1000)



林道

自動車道

林道施設災害
路 線 名

番 号

設

計

者

審

査

者

　　　事業事 業 名

設計速度

施行主体

地 内

林道区分

名 称

施 行 地

年 度

縮 尺 図 面

級別区分
１級

(令和６年災)復旧サビヤ山線

輪 島 市

石 川 県 輪 島 市 門 前 町 浦 上

奥 　 地

図　示

20km/h

令 和 ７ 年 度

２号箇所

S=1:5

その2ガードレール独立基礎構造図(1/1)

その2ガードレール独立基礎構造図 １葉中　１番
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平　面　(A-A)

平　面　(C-C)

断　面

支柱
φ114.3×4.5×950

φ101.6×4.2×1000
支柱内管

PL-3.2×280×400
支持枠側面板

モルタル

A A

B B

C C

支持枠敷板

PL-6×200×250

□-150×150×4.5×300
下部支柱材

砂

底面敷板
PL-6×450×475

控えアンカー材
L-125×75×7×900

φ101.6×4.2×1000
支柱内管

底面敷板
PL-6×450×475

控えアンカー材

支柱内管
φ101.6×4.2×1000

PL-6×200×250

[-150×50×3.2×580

ストッパー

下部支柱材

支柱内管
φ101.6×4.2×1000

斜タイ材
FB-6×50×1385

FB-6×65×300
連結補強材

PL-3.2×280×400

蓋材
連結補強材
FB-6×65×300

平　面　(B-B)

[-150×50×3.2×280
支持枠前面板

[-150×50×3.2×580

支持枠背面板

支持枠背面板

平　面　(蓋材位置)

支柱孔
PL-3.2×280×400

PL-1.6×170×400
蓋材

PL-1.6×170×400

FB-6×50×1385

斜タイ材

□-150×150×4.5×300
下部支柱材

[-150×50×3.2×580

L-50×50×6×1480

底面梁材

L-50×50×6×1480

底面梁材

L-125×75×7×900

[-150×50×3.2×280

[-150×50×3.2×280 [-150×50×3.2×580

□-150×150×4.5×300

ナットM16溶接

ストッパー
ナットM16溶接

L-50×50×6×1480

底面梁材

支持枠背面板

支持枠背面板

支持枠側面板

支持枠側面板

支持枠前面板

支持枠前面板

支持枠敷板

注：

（１）一般鋼材

　形鋼・鋼板類は特記なき限り、SS400材( JIS G 3101 ）とする。

（２）鋼管

　支柱内管の鋼管はSTK 400材（ JIS G 3444 ）とする。

（３）角形鋼管

　支柱材の角形鋼管はSTKR 400材（ JIS G 3466 ）とする。

（４）ボルト

　六角ボルトは、M16、L=40、ユニクロ処理、強度区分4.8以上とする。

　ただし、蓋材用六角ボルトは、M10、L=50とする。

（５）表面処理

　表面処理は溶融亜鉛メッキ （ JIS  H  8641 ） を原則とし、

　膜厚は70?以上（ HDZT70 ）とする。

　ただし、蓋材はZAM、敷板は無処理とする。

9
0
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　　　事業事 業 名

設計速度

施行主体

地 内

林道区分

名 称

施 行 地

年 度

縮 尺 図 面

級別区分
１級

(令和６年災)復旧サビヤ山線

輪 島 市

石 川 県 輪 島 市 門 前 町 浦 上

奥 　 地 20km/h

1:250

令 和 ７ 年 度

２号箇所

その2舗装工展開図

そ の 2 舗 装 工 展 開 図 ( 1 / 3 )

３葉中　１番
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符号

14.3097881

201.4955622

-

-

8.100

6.046

6.310

6.310

6.769

20.939

31

34

76.0849937

-

-

6.769

4.800

8.300

45.425

35.600

6.859

19

22

0.3674993

22.0685747

-

11.942

20.838

7.265

7

10

5.6250000

13.5636852

-

-

2.057

2.587

4.900

18.585

30.845

6.5624628

0.8684993

-

-

0.118

5.700

4.500

4.268

7.582

9.638

29

32

ヘロン面積

-

-

5.250

5.050

2.610

4.517

9.638

11.942

17

20

6.1280563

12.7521467

-

辺B(高さ)

4.916

11.092

5

8

19.4416992

20.7375921

-

-

1.892

7.582

8.862

11.809

42.973

6.5174835

3.1895998

-

-

16.661

4.800

4.981

6.900

3.939

7.107

27

30

-

8.924

5.700

1.931

1.329

6.392

65.000

15

18

4.2478033

18.2194580

-

-

4.717

26.011

3

6

0.3653717

13.5681761

-

-

5.000

4.850

7.107

42.973

4.902

26.438

37

12.4976250

12.3715501

-

-

5.000

4.301

8.671

4.782

5.148

7.265

25

28

角度

4.906

5.050

4.761

4.906

5.250

0.386

13

16

6.0459414

32.3214951

-

-

12.852

辺A(下底)

1

4

104.1353172

11.7600000

-

-

4.500

1.092

6.400

14.350

11.809

18.585

35

合計面積 (m2)

22.5939462

12.0819773

-

-

4.517

20.939

20.838

4.900

8.300

8.671

23

26

24.0027943

16.661

12.373

4.244

6.900

4.981

11

14

14.2500000

20.1271444

-

-

0.150

8.102

26.438

2

20.7509469

14.6116467

-

-

2.500

6.400

5.700

8.300

8.862

45.425

33

36

0.3674627

27.9841283

-

-

5.148

4.500

8.301

8.754

8.754

7.087

21

24

77.2829618

870.5987277

辺C(上底)

0.150

12.373

7.087

6.859

9

12

8.8047140

2.4956243

-

-

3.182

6.992

30.845

符号

8.8047140

4.2615615

-

0.3802398

-

-

0.201

1.000

4.500

5.297

2.813

0.386

4.800

4.500

7

10

8.2568979

2.8255407

-

-

ヘロン面積

-

-

4.868

2.800

7.537

1.092

4.958

8.100

合計面積 (m2)

辺B(高さ)

2.064

6.310

5

8

0.2826947

2.2499999

-

-

2.800

-

4.610

2.720

2.813

4.500

6.310

5.326

15

2.210

3

6

65.9050500

2.4338282

1.8605999

-

-

4.850

7.537

角度

2.000

6.600

1.000

1.329

3.099

5.632

13

16

辺A(下底)

1

4

0.2798787

2.4000854

2.2507922

-

-

3.939

1.624

0.200

2.064

1.044

2.210

2.822

4.610

11

14

2

2.4249547

10.2442981

0.6142905

16.3346738

-

-

5.777

5.297

1.000

2.720

辺C(上底)

0.615

5.632

4.958

3.099

9

12
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※注

・No.11+16.0～No.12+8.9間は沈下区間かつ同程度の縦断クラックが確認されたため、最大クラック深41cm(査定時)を復旧厚設定根拠とした。

・No.11+10.8～No.11+16.0間はクラック深が6cmのため、上層路盤全層の復旧とした。
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・No.11+16.0～No.12+8.9間は沈下区間かつ同程度の縦断クラックが確認されたため、最大クラック深41cm(査定時)を復旧厚設定根拠とした。

・No.11+10.8～No.11+16.0間はクラック深が6cmのため、上層路盤全層の復旧とした。
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※本図の標高は測地成果2011である。

・No.13+15.5～No.14+7.3間は沈下区間かつ同程度の縦断クラックが確認されたため、最大クラック深21cm(査定時)を復旧厚設定根拠とした。

・No.14+7.3～No.15+18.9間は沈下区間かつ同程度の縦断クラックが確認されたため、最大クラック深40cm(査定時)を復旧厚設定根拠とした。
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掘削工(ルーズ)
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27.929SL =
3.884

B20

B21

B22

B23

B24IP.9

IP.11

NO
.9
+1
6.
90

BC
.7

MC
.7

EC
.7

NO
.1
1 NO
.1
1+
10
.8
0 BC

.8

NO
.1
2 MC
.8

NO
.1
2+
8.
90 EC
.8

NO
.1
3 BC
.9

M
C
.
9

N
O
.
1
4

E
C
.
9

N
O
.
1
4
+
1
3
.
7
0

N
O
.
1
5

B
C
.
1
0

N
O
.
1
5
+
1
0
.
2
0

M
C
.
1
0

N
O
.
1
5
+
1
8
.
9
0

N
O
.
1
6

E
C.

1
0

NO
.
1
6
+1

5
.0

0

N
O
.
1
7 B
C
.
1
1

N
O
.
1
8
+
0
.
6
0

E
C
.
1
1

IP.10

IP.8

IP.7

M
C
.
1
1

N
O
.
1
8

6cm

6cm

6cm

6cm
6cm

6cm

6cm
6cm

6cm
6cm

6cm
6cm

6cm

6cm

6cm
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9.
40

NO
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0

平　面　図
S=1:500

NO
.1
3+
8.
00

クラック深

40cm(査定時)クラック深

21cm(査定時)

NO.13+8.0～NO.14+13.7

NO.13+15.5～NO.15+18.9

NO.14+7.9～NO.15+14.4

NO.14+8.4～NO.15+14.0

NO.14+7.3～NO.15+14.9

地震災2号箇所復旧延長 L=284m

斜面対策範囲　L=25.7m

その3から19.1m

沈下区間　L=43.4m

地震災2号箇所その4 L=50.9m その5まで16.1m

鋼製Ｌ型擁壁 L=28.0m

ガードレール独立基礎　8組

ガードレール新設(Gr-C-2B) L=27.0m
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名 称

施 行 地

年 度

縮 尺 図 面

級別区分
１級

(令和６年災)復旧サビヤ山線

輪 島 市

石 川 県 輪 島 市 門 前 町 浦 上

奥 　 地

1:100
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令 和 ７ 年 度
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１葉中　１番

そ の ４ 横 断 図 ( 1 / 1 )

その４横断図

31

43

GH=242.13

DL=240.000

FH=242.157

MC.9

GH=242.13

DL=240.000

FH=242.159

NO.14

GH=241.73

DL=238.000

FH=241.800

EC.9

GH=241.57

DL=238.000

FH=241.613

NO.14+13.70

GH=240.72

DL=238.000

FH=240.785

BC.10

GH=240.17

DL=238.000

FH=240.272

NO.15+10.20

GH=239.68

DL=238.000

FH=239.716

MC.10

GH=239.56

DL=238.000

FH=239.560

NO.15+18.90

※本図の標高は測地成果2011である。

GH=241.86
FH=

土砂

co as

co as

DL=240.000

土砂

as

co as

土砂

co as

GH=241.09

co as

DL=238.000

co Ja
as

as

co as
as

co as as

co as

co

1:0.8

1:0.8

FH=241.106

2.0%

2.0%

2.0%

2.0%

2.0%

2.0%

2.0%

2.0%

1:1.5

1:1.2

・No.13+15.5～No.14+7.3間は沈下区間かつ同程度の縦断クラックが確認されたため、最大クラック深21cm(査定時)を復旧厚設定根拠とした。

・No.14+7.3～No.15+18.9間は沈下区間かつ同程度の縦断クラックが確認されたため、最大クラック深40cm(査定時)を復旧厚設定根拠とした。

施工基準高

施工基準高

施工基準高

査定時クラック深
40cm

査定時クラック深
21cm

工種 数量細分

土工 掘削工(ルーズ) -

掘削工(地山) -

路床盛土 -

路肩盛土 -

-路体盛土

床掘(地山)

埋戻し

-

-

-人力 併 用バ ッ クホ ウ 掘削 (地山 )

法面保護工 -植生シート張工

-構造物取壊工 構造物取壊し

植生マット工 -

切土法面整形

人力切土法面整形

-

-

-盛土法面整形

工種 数量細分

土工 掘削工(ルーズ)

掘削工(地山)

路床盛土 -

路肩盛土 -

-路体盛土

床掘(地山)

埋戻し

-

-

人力 併 用バ ッ クホ ウ 掘削 (地山 )

法面保護工 -植生シート張工

-構造物取壊工 構造物取壊し

植生マット工

切土法面整形

人力切土法面整形

-盛土法面整形

工種 数量細分

土工 掘削工(ルーズ)

掘削工(地山)

路床盛土 -

路肩盛土 -

-路体盛土

床掘(地山)

埋戻し

-

-

人力 併 用バ ッ クホ ウ 掘削 (地山 )

法面保護工 -植生シート張工

構造物取壊工 構造物取壊し

植生マット工

切土法面整形

人力切土法面整形

-盛土法面整形

工種 数量細分

土工 掘削工(ルーズ)

掘削工(地山)

路床盛土

路肩盛土 -

路体盛土

床掘(地山)

埋戻し

-人力 併 用バ ッ クホ ウ 掘削 (地山 )

法面保護工 -植生シート張工

構造物取壊工 構造物取壊し

植生マット工

切土法面整形

人力切土法面整形 -

-盛土法面整形

工種 数量細分

土工 掘削工(ルーズ) -

掘削工(地山)

路床盛土

路肩盛土 -

路体盛土

床掘(地山)

埋戻し

-人力 併 用バ ッ クホ ウ掘 削 (地山 )

法面保護工 -植生シート張工

構造物取壊工 構造物取壊し

植生マット工 -

切土法面整形

人力切土法面整形

-

-

-盛土法面整形

工種 数量細分

土工 掘削工(ルーズ) -

掘削工(地山)

路床盛土

路肩盛土 -

路体盛土

床掘(地山)

埋戻し

-人力 併 用バ ッ クホ ウ掘 削 (地山 )

法面保護工 -植生シート張工

構造物取壊工 構造物取壊し

植生マット工 -

切土法面整形

人力切土法面整形

-

-

-盛土法面整形

工種 数量細分

土工 掘削工(ルーズ) -

掘削工(地山)

路床盛土

路肩盛土 -

路体盛土

床掘(地山)

埋戻し

-人力 併 用バ ッ クホ ウ掘 削 (地山 )

法面保護工 -植生シート張工

構造物取壊工 構造物取壊し

植生マット工 -

切土法面整形

人力切土法面整形

-

-

-盛土法面整形

工種 数量細分

土工 掘削工(ルーズ) -

掘削工(地山)

路床盛土

路肩盛土 -

路体盛土

床掘(地山)

埋戻し

-人力 併 用バ ッ クホ ウ掘 削 (地山 )

法面保護工 -植生シート張工

構造物取壊工 構造物取壊し

植生マット工 -

切土法面整形

人力切土法面整形

-

-

-盛土法面整形

工種 数量細分

土工 掘削工(ルーズ) -

掘削工(地山) -

路床盛土 -

路肩盛土 -

-路体盛土

床掘(地山)

埋戻し

-

-

-人力 併 用バ ッ クホ ウ 掘削 (地山)

法面保護工 -植生シート張工

-構造物取壊工 構造物取壊し

植生マット工 -

切土法面整形

人力切土法面整形

-

-

-盛土法面整形

工種 数量細分

土工 掘削工(ルーズ) -

掘削工(地山)

路床盛土

路肩盛土

-路体盛土

床掘(地山)

埋戻し

-

-

-人力 併 用バ ッ クホ ウ 掘削 (地山)

法面保護工 植生シート張工

-構造物取壊工 構造物取壊し

植生マット工 -

切土法面整形

人力切土法面整形

-

-

盛土法面整形

NO.15+18.90BC.10

NO.15

NO.15

NO.14+13.70

NO.13+8.00

NO.13+8.00

MC.9

NO.14～NO.14+7.3

NO.14+7.3～EC.9 NO.15+10.20～NO.15+14.9

NO.15+14.9～MC.10
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名 称

施 行 地

年 度

縮 尺 図 面

級別区分
１級

(令和６年災)復旧サビヤ山線

輪 島 市

石 川 県 輪 島 市 門 前 町 浦 上

奥 　 地

1:100

20km/h

令 和 ７ 年 度

２号箇所

S=1:100

その4鋼製Ｌ型擁壁工展開図( 1 / 1 )

その4鋼製Ｌ型擁壁工展開図 １葉中　１番
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EC
.9

NO
.1
4+
13
.7
0

NO
.1
5

BC
.1
0

NO
.1
5+
10
.2
0

DL=235.00

NO
.1
4

MC
.1
0

▽241.74 ▽241.55
▽241.04

▽240.72
▽240.21 ▽239.99

▽241.90

▽238.20

▽241.70

▽237.70
▽237.20

▽236.70
▽236.20

▽235.70
▽235.20

凡 例

壁面材(1.0m)

壁面材(0.5m)

端部壁面材(0.5m)

現況地形線

埋戻し線

水平土被り1mライン

排水材

項目（頻度） 管理値又は許容値

施  工  管  理  基  準  値

特  記  事  項

完成後の壁面勾配

・盛土材は転圧作業が行えるもの、または転圧作業ができるように改
　良する事を前提とする。

・背面の掘削面に湧水がある場合は、壁体内に水が侵入しないような
　排水対策を施すこと。

・施工管理基準値は以下の項目を目安とし、各機関の基準に従うもの
　とする。

・所定の壁面勾配±0.03H(H;壁高)

最大地盤反力度

測点 NO.15+10.2付近 常　時

盛土材の内部摩擦角

盛土材の単位体積重量

設  計  条  件

γ＝18.0kN/m3

φ＝30°

載荷重(活荷重)  w＝10.0kN/m2

盛土材の締固度
3（盛土材500m に1回） ・岩石質盛土材の場合は、工法規定方式で管

　理するものとする。

・JIS A 1210のA,B法による最大乾燥密度の
　95%以上、C,D,E法で90%以上とする。

・実施に際して土質試験等を行い、所定の土質定数や支持力を満足するか

　確認すること。

基盤排水層(C-40)

背面排水材設置位置

縦横断排水溝詳細図 S=1/20

暗渠集排水材φ125

透水フィルター

フィルター材
C-40

▽235.70
▽236.20

壁高：H(m)

底面幅：B(m)

co as
as

2.0%

標準断面図

1
:
0
.
3

天端調整壁面材

鋼製ガードレール基礎

SBポストアンカー(C種用)

水平排水材

背面排水材

基盤排水層

C-40

暗渠排水菅

φ125

吸出し防止材

鋼製L型擁壁

めっき品,マット付

W300×t10

W300×t10

壁前面の地山は残す

横断排水溝
φ125

縦断排水溝
φ125

透水フィルター

qmax＝182kN/m2＜ qa=300kN/m2

3.11

2.82 6.30 3.92 6.76

鋼製L型擁壁 L=28.00m

3
.
5
0

2
.
5
0

5.09

300程度

1.00 3.00 3.00 3.00 3.00 3.00 3.00 4.00 1.00 2.00 1.00 1.00

H=3.5 H=4.0 H=3.5 H=4.0 H=4.5 H=5.0 H=4.5 H=4.0
H=3.5

H=2.5

B=2.0 B=1.6

既設擁壁

6.28

9.39

2.22

7.31

天端調整壁面材 L=28.0m

4.650.50 0.50

5.65

0.45 0.20

0.65

B=2.00m 0.30

H
=
5
.
0
0

0
～

0
.
5
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.
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名 称

施 行 地

年 度

縮 尺 図 面

級別区分
１級

(令和６年災)復旧サビヤ山線

輪 島 市

石 川 県 輪 島 市 門 前 町 浦 上

奥 　 地

図　示

20km/h

令 和 ７ 年 度

２号箇所

－　H=2.50m　－ S=1:15

その4鋼製Ｌ型擁壁　構造詳細図(1/5)

その4鋼製Ｌ型擁壁　構造詳細図 ５葉中　１番
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連結棒：φ13

縦支柱材

底面梁材

正　面　図

平　面　図 (A-A)

壁面材

アンカー材
L-130×130×9×800

壁面材

壁面材
連結棒：φ13

底面梁材

断　面　図

L-130×130×9×800
底面前端桁材

ワイヤ-クリップ

A A

六角ボルト 10.9
M16 L=55

六角ボルト 10.9
M16 L=55

壁面材 : EX-50× 200×6× 6

Z-Z

M16 L=55

M16 L=75
六角ボルト 10.9

六角ボルト 10.9

Y-Y

X-X

斜タイ材
FB-9×65×2208

斜タイ材
FB-9×65×1684

FB-4.5×350×2500

EX-50×200×6×6

L-65×65×6×1600L-130×130×9×800
底面前端桁材

L-65×65×6×1600

L-130×130×9×800
底面前端桁材

六角ボルト 10.9
M16 L=55

アンカー材
L-130×130×9×800

底面梁補強材
L-65×65×6×300

六角ボルト 10.9
M16 L=55

EX-50×200×6×6
壁面材

端部壁面材（側面板）

平面図正面図

EX-50×200×6×6
壁面材

縦支柱材
FB-4.5×350×2500

斜タイ材

六角ナットM22
スペーサーt=18

W-W

注：斜タイ材と座金は支柱材のU形内側に挿入

斜タイ材

2枚座金 t=4.5

六角ボルト 10.9
M16 L=55

Z-Z

Y-Y

X-X

連結棒：φ13
L-65×65×6×150
連結補強材

M16 L=75
六角ボルト 10.9

M16 L=55
六角ボルト 10.9

連結棒：φ13

連結補強材
L-65×65×6×150

M16 L=75
六角ボルト 10.9

M16 L=55
六角ボルト 10.9

EX-50×152.4×8×9
基礎板:250×914

部分詳細図

壁面材重ね部分

六角ナットM22
スペーサーt=18

(s=1/10)

W-W

M16 L=75
六角ボルト 10.9

M16 L=55
六角ボルト 10.9

2枚座金 t=4.5
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林道

自動車道

林道施設災害
路 線 名

番 号

設

計

者

審

査

者

　　　事業事 業 名

設計速度

施行主体

地 内

林道区分

名 称

施 行 地

年 度

縮 尺 図 面

級別区分
１級

(令和６年災)復旧サビヤ山線

輪 島 市

石 川 県 輪 島 市 門 前 町 浦 上

奥 　 地

図　示

20km/h

令 和 ７ 年 度

２号箇所

S=1:15－　H=3.50m　－

その4鋼製Ｌ型擁壁　構造詳細図(2/5)

その4鋼製Ｌ型擁壁　構造詳細図 ５葉中　２番
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注：斜タイ材と座金は支柱材のU形内側に挿入

斜タイ材

2枚座金 t=4.5

六角ボルト 10.9
M16 L=55

Z-Z

Y-Y

X-X

連結棒：φ13
L-65×65×6×150
連結補強材

M16 L=75
六角ボルト 10.9

M16 L=55
六角ボルト 10.9

連結棒：φ13

連結補強材
L-65×65×6×150

M16 L=75
六角ボルト 10.9

M16 L=55
六角ボルト 10.9

EX-50×152.4×8×9
基礎板:250×914

部分詳細図

壁面材重ね部分

六角ナットM22
スペーサーt=18

(s=1/10)

W-W

M16 L=75
六角ボルト 10.9

M16 L=55
六角ボルト 10.9

2枚座金 t=4.5

壁面材

底面梁材
L-65×65×6×2000

L-130×130×9×800
底面前端桁材

六角ボルト 10.9
M16 L=55

Y-Y

連結棒：φ13

スペーサーt=18
六角ナットM22

六角ボルト 10.9
M16 L=75

壁面材

継 手
PL-150×6×128

継手部分平面詳細 
アンカー材
L-130×130×9×500

連結棒：φ13 EX-50×200×6×6
壁面材

端部壁面材（側面板）

平面図正面図

EX-50×200×6×6
壁面材

正　面　図

平　面　図　(A-A)

壁面材

L-130×130×9×800
底面前端桁材

断　面　図

アンカー材
L-130×130×9×500

縦支柱材

連結棒：φ13

底面梁材

縦支柱材
FB-4.5×350×2200

L-65×65×6×2000

底面前端桁材

アンカー材
L-130×130×9×500

壁面材
EX-50×200×6×6

斜タイ材

L-130×130×9×800

A A

六角ボルト 10.9
M16 L=55

タイ材 D16

継手 PL-150×6×128

タイ材 D16

アンカー材
L-130×130×9×500

六角ボルト 10.9
M16 L=55

FB-4.5×350×2200

Z-Z

X-X

壁面材 : EX-50×200×6×6

六角ボルト 10.9
M16 L=55

六角ボルト 10.9
M16 L=75

アンカー材
L-130×130×9×500

ワイヤ-クリップ

六角ボルト 10.9
M16 L=55六角ボルト 10.9

M16 L=75

六角ボルト 10.9
M16 L=75

FB-9×65×1953

縦支柱材
FB-4.5×350×1300

L=2800

L=2800

縦支柱材
FB-4.5×350×1300

W-W
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林道

自動車道

林道施設災害
路 線 名

番 号

設

計

者

審

査

者

　　　事業事 業 名

設計速度

施行主体

地 内

林道区分

名 称

施 行 地

年 度

縮 尺 図 面

級別区分
１級

(令和６年災)復旧サビヤ山線

輪 島 市

石 川 県 輪 島 市 門 前 町 浦 上

奥 　 地

図　示

20km/h

令 和 ７ 年 度

２号箇所

S=1:20－　H=4.00m　－

その4鋼製Ｌ型擁壁　構造詳細図(3/5)

その4鋼製Ｌ型擁壁　構造詳細図 ５葉中　３番
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A A

正　面　図 断　面　図

平　面　図 (A-A)

底面前端桁材

壁面材

アンカー材
L-130×130×9×500

連結棒：φ13

EX-50×200×6×6
壁面材

アンカー材
L-130×130×9×500

六角ボルト 10.9
M16 L=55

タイ材 D16

アンカー材
L-130×130×9×500

継手 PL-150×6×128

タイ材 D16

縦支柱材
FB-4.5×350×2200

タイ材 D16

底面梁材

斜タイ材 FB-9×65×1953

L-130×130×9×800

アンカー材
L-130×130×9×500

六角ボルト 10.9
M16 L=55

底面前端桁材
L-130×130×9×800

L-65×65×6×2000

Z-Z

X-X

壁面材 : EX-50×200× 6×6

六角ボルト 10.9
M16 L=55

六角ボルト 10.9
M16 L=75

ワイヤ-クリップ

六角ボルト 10.9
M16 L=55

六角ボルト 10.9六角ボルト 10.9
M16 L=75 M16 L=75

連結棒：φ13

スペーサーt=18
六角ナットM22六角ボルト 10.9

M16 L=75

壁面材

継 手
PL-150×6×128

継手部詳細平面

EX-50×200×6×6
壁面材

端部壁面材（側面板）

平面図正面図

EX-50×200×6×6
壁面材

縦支柱材
FB-4.5×350×1800

L=2800

L=3200

縦支柱材
FB-4.5×350×2200

縦支柱材
FB-4.5×350×1800

L=3200

壁面材

底面梁材
L-65×65×6×2000

L-130×130×9×800
底面前端桁材

六角ボルト 10.9
M16 L=55

Y-Y

アンカー材
L-130×130×9×500

連結棒：φ13

W-W

連結棒：φ13

注：斜タイ材と座金は支柱材のU形内側に挿入

斜タイ材

2枚座金 t=4.5

六角ボルト 10.9
M16 L=55

Z-Z

Y-Y

L-65×65×6×150
連結補強材

X-X

スペーサーt=18
六角ナットM22

六角ボルト 10.9
M16 L=55

六角ボルト 10.9
M16 L=75

部分詳細図

壁面材重ね部分

L-65×65×6×150
連結補強材

連結棒：φ13

六角ボルト 10.9
M16 L=75

EX-50×152.4×8×9
基礎板:250×914

六角ボルト 10.9
M16 L=55

(s=1/10)

W-W

M16 L=75

六角ボルト 10.9

M16 L=55

六角ボルト 10.9

2枚座金 t=4.5
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林道

自動車道

林道施設災害
路 線 名

番 号

設

計

者

審

査

者

　　　事業事 業 名

設計速度

施行主体

地 内

林道区分

名 称

施 行 地

年 度

縮 尺 図 面

級別区分
１級

(令和６年災)復旧サビヤ山線

輪 島 市

石 川 県 輪 島 市 門 前 町 浦 上

奥 　 地

図　示

20km/h

令 和 ７ 年 度

２号箇所

S=1:20－　H=4.50m　－

その4鋼製Ｌ型擁壁　構造詳細図(4/5)

その4鋼製Ｌ型擁壁　構造詳細図 ５葉中　４番
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A A

正　面　図 断　面　図

平　面　図 (A-A)

底面前端桁材

壁面材

アンカー材
L-130×130×9×500

L-130×130×9×500

連結棒：φ13

EX-50×200×6×6
壁面材

アンカー材
L-130×130×9×500

六角ボルト 10.9
M16 L=55

タイ材 D16

アンカー材
L-130×130×9×500

継手 PL-150×6×128

タイ材 D16

縦支柱材
FB-4.5×350×1700

タイ材 D16

タイ材 D16

底面梁材

斜タイ材 FB-9×65×1953

L-130×130×9×800

アンカー材
L-130×130×9×500六角ボルト 10.9

M16 L=50

六角ボルト 10.9
M16 L=55

底面前端桁材
L-130×130×9×800

六角ボルト 10.9
M16 L=55

L-65×65×6×2000

Z-Z

X-X

壁面材 : EX-50× 200× 6× 6

六角ボルト 10.9
M16 L=55

六角ボルト 10.9
M16 L=75

ワイヤ-クリップ

アンカー材

六角ボルト 10.9
M16 L=75

六角ボルト 10.9
M16 L=75

EX-50×200×6×6
壁面材

端部壁面材（側面板）

平面図正面図

EX-50×200×6×6
壁面材

L=3700

縦支柱材
FB-4.5×350×2800

L=2800

縦支柱材
FB-4.5×350×1700

縦支柱材
FB-4.5×350×2800

L=2800

L=3700

連結棒：φ13

スペーサーt=18
六角ナットM22六角ボルト 10.9

M16 L=75

壁面材

継 手
PL-150×6×128

継手部詳細平面

壁面材

底面梁材
L-65×65×6×2000

L-130×130×9×800
底面前端桁材

六角ボルト 10.9
M16 L=55

Y-Y

アンカー材
L-130×130×9×500

連結棒：φ13

W-W

連結棒：φ13

注：斜タイ材と座金は支柱材のU形内側に挿入

斜タイ材

2枚座金 t=4.5

六角ボルト 10.9
M16 L=55

Z-Z

Y-Y

L-65×65×6×150
連結補強材

X-X

スペーサーt=18
六角ナットM22

六角ボルト 10.9
M16 L=55

六角ボルト 10.9
M16 L=75

部分詳細図

壁面材重ね部分

L-65×65×6×150
連結補強材

連結棒：φ13

六角ボルト 10.9
M16 L=75

EX-50×152.4×8×9
基礎板:250×914

六角ボルト 10.9
M16 L=55

(s=1/10)

W-W

M16 L=75

六角ボルト 10.9

M16 L=55

六角ボルト 10.9

2枚座金 t=4.5
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林道

自動車道

林道施設災害
路 線 名

番 号

設

計

者

審

査

者

　　　事業事 業 名

設計速度

施行主体

地 内

林道区分

名 称

施 行 地

年 度

縮 尺 図 面

級別区分
１級

(令和６年災)復旧サビヤ山線

輪 島 市

石 川 県 輪 島 市 門 前 町 浦 上

奥 　 地

図　示

20km/h

令 和 ７ 年 度

２号箇所

S=1:20－　H=5.00m　－

その4鋼製Ｌ型擁壁　構造詳細図(5/5)

その4鋼製Ｌ型擁壁　構造詳細図 ５葉中　５番
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A A

正　面　図

平　面　図 (A-A)

底面前端桁材

壁面材

アンカー材
L-130×130×9×500

L-130×130×9×500

連結棒：φ13

EX-50×200×6×6
壁面材

アンカー材
L-130×130×9×500

六角ボルト 10.9
M16 L=55

タイ材 D16

アンカー材
L-130×130×9×500

継手 PL-150×6×128

タイ材 D16

縦支柱材
FB-4.5×350×2200

タイ材 D16

タイ材 D16

底面梁材

斜タイ材 FB-9×65×1953

L-130×130×9×800

アンカー材
L-130×130×9×500

六角ボルト 10.9
M16 L=55

六角ボルト 10.9
M16 L=55

底面前端桁材
L-130×130×9×800

六角ボルト 10.9
M16 L=55

L-65×65×6×2000

Z-Z

X-X

壁面材 : EX-50× 200×6×6

六角ボルト 10.9
M16 L=55

六角ボルト 10.9
M16 L=75

ワイヤ-クリップ

アンカー材

六角ボルト 10.9
M16 L=75

六角ボルト 10.9
M16 L=75

EX-50×200×6×6
壁面材

端部壁面材（側面板）

平面図正面図

EX-50×200×6×6
壁面材

L=2800

L=3700

縦支柱材
FB-4.5×350×2800

縦支柱材
FB-4.5×350×2200

縦支柱材
FB-4.5×350×2800

L=3700

L=2800

連結棒：φ13

スペーサーt=18
六角ナットM22六角ボルト 10.9

M16 L=75

壁面材

継 手
PL-150×6×128

継手部詳細平面

壁面材

底面梁材
L-65×65×6×2000

L-130×130×9×800
底面前端桁材

六角ボルト 10.9
M16 L=55

Y-Y

アンカー材
L-130×130×9×500

連結棒：φ13

W-W

連結棒：φ13

注：斜タイ材と座金は支柱材のU形内側に挿入

斜タイ材

2枚座金 t=4.5

六角ボルト 10.9
M16 L=55

Z-Z

Y-Y

L-65×65×6×150
連結補強材

X-X

スペーサーt=18
六角ナットM22

六角ボルト 10.9
M16 L=55

六角ボルト 10.9
M16 L=75

部分詳細図

壁面材重ね部分

L-65×65×6×150
連結補強材

連結棒：φ13

六角ボルト 10.9
M16 L=75

EX-50×152.4×8×9
基礎板:250×914

六角ボルト 10.9
M16 L=55

(s=1/10)

W-W

M16 L=75

六角ボルト 10.9

M16 L=55

六角ボルト 10.9

2枚座金 t=4.5

断　面　図
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林道

自動車道

林道施設災害
路 線 名

番 号

設

計

者

審

査

者

　　　事業事 業 名

設計速度

施行主体

地 内

林道区分

名 称

施 行 地

年 度

縮 尺 図 面

級別区分
１級

(令和６年災)復旧サビヤ山線

輪 島 市

石 川 県 輪 島 市 門 前 町 浦 上

奥 　 地

１葉中　１番

図　示

20km/h

令 和 ７ 年 度

２号箇所

S=1:10

その4鋼製Ｌ型擁壁　天端壁面材詳細図(1/1)

その4鋼製Ｌ型擁壁 天端壁面材詳細図
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腹起し材

腹起し材設置位置

斜タイ材設置位置

斜タイ材設置位置 壁面材
EX-50× 152.4×4.5×5

壁面材 斜タイ材

腹起し材
土砂吸出し防止マット

間隔約0.5m

（緑化マット） 斜タイ材

天端保護材

天端保護材

壁面材
EX-50× 152.4×4.5×5

正　面 側　面

底　面

壁　面　材

側　面　板

EX-50×152.4×4.5×5

LX-ウォール

φ9

t=2.3、R形

φ16

ワイヤ-クリップ

EX-50×152.4×4.5×5
壁面材

40°
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林道

自動車道

林道施設災害
路 線 名

番 号

設

計

者

審

査

者

　　　事業事 業 名

設計速度

施行主体

地 内

林道区分

名 称

施 行 地

年 度

縮 尺 図 面

級別区分
１級

(令和６年災)復旧サビヤ山線

輪 島 市

石 川 県 輪 島 市 門 前 町 浦 上

奥 　 地

図　示

20km/h

令 和 ７ 年 度

２号箇所

S=1:5

１葉中　１番

その4ガードレール独立基礎構造図(1/1)

その4ガードレール独立基礎構造図
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平　面　(A-A)

平　面　(C-C)

断　面

支柱
φ114.3×4.5×950

φ101.6×4.2×1000
支柱内管

PL-3.2×280×400
支持枠側面板

モルタル

A A

B B

C C

支持枠敷板

PL-6×200×250

□-150×150×4.5×300
下部支柱材

砂

底面敷板
PL-6×450×475

控えアンカー材
L-125×75×7×900

φ101.6×4.2×1000
支柱内管

底面敷板
PL-6×450×475

控えアンカー材

支柱内管
φ101.6×4.2×1000

PL-6×200×250

[-150×50×3.2×580

ストッパー

下部支柱材

支柱内管
φ101.6×4.2×1000

斜タイ材
FB-6×50×1385

FB-6×65×300
連結補強材

PL-3.2×280×400

蓋材
連結補強材
FB-6×65×300

平　面　(B-B)

[-150×50×3.2×280
支持枠前面板

[-150×50×3.2×580

支持枠背面板

支持枠背面板

平　面　(蓋材位置)

支柱孔
PL-3.2×280×400

PL-1.6×170×400
蓋材

PL-1.6×170×400

FB-6×50×1385

斜タイ材

□-150×150×4.5×300
下部支柱材

[-150×50×3.2×580

L-50×50×6×1480

底面梁材

L-50×50×6×1480

底面梁材

L-125×75×7×900

[-150×50×3.2×280

[-150×50×3.2×280 [-150×50×3.2×580

□-150×150×4.5×300

ナットM16溶接

ストッパー
ナットM16溶接

L-50×50×6×1480

底面梁材

支持枠背面板

支持枠背面板

支持枠側面板

支持枠側面板

支持枠前面板

支持枠前面板

支持枠敷板

注：

（１）一般鋼材

　形鋼・鋼板類は特記なき限り、SS400材( JIS G 3101 ）とする。

（２）鋼管

　支柱内管の鋼管はSTK 400材（ JIS G 3444 ）とする。

（３）角形鋼管

　支柱材の角形鋼管はSTKR 400材（ JIS G 3466 ）とする。

（４）ボルト

　六角ボルトは、M16、L=40、ユニクロ処理、強度区分4.8以上とする。

　ただし、蓋材用六角ボルトは、M10、L=50とする。

（５）表面処理

　表面処理は溶融亜鉛メッキ （ JIS  H  8641 ） を原則とし、

　膜厚は70?以上（ HDZT70 ）とする。

　ただし、蓋材はZAM、敷板は無処理とする。
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林道

自動車道

林道施設災害
路 線 名

番 号

設

計

者

審

査

者

　　　事業事 業 名

設計速度

施行主体

地 内

林道区分

名 称

施 行 地

年 度

縮 尺 図 面

級別区分
１級

(令和６年災)復旧サビヤ山線

輪 島 市

石 川 県 輪 島 市 門 前 町 浦 上

奥 　 地

１葉中　１番

20km/h

1:250

令 和 ７ 年 度

２号箇所

そ の 4 舗 装 工 展 開 図 ( 1 / 1 )

その4舗装工展開図
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符号

29.6483767

8.3257038

-

-

65.1844771

-

-

4.939

10.599

10.882

3.084

6.377

4.939

合計面積 (m2)

12.167

12.080

5.720

7

10

17.0094524

18.1951041

-

-

2.193

ヘロン面積

-

-

5.400

5.350

6.300

7.286

7.286

5.416

17

辺B(高さ)

2.390

6.175

5

8

225.5003028

2.2449199

10.3588023

-

-

2.900

0.907

-

5.350

5.387

0.912

3.922

12.080

6.175

15

18

23.920

3

6

5.4271841

1.1232000

7.5423028

-

-

1.700

5.400

4.950

角度

0.150

5.450

0.416

2.820

10.599

12.167

13

16

辺A(下底)

1

4

8.2931948

2.2122438

29.1027695

6.2714060

-

-

5.450

5.400

5.720

4.880

14.135

10.880

2.334

4.950

14.135

11

14

2

4.8688159

1.1232000

-

0.1642587

8.4048909

-

-

6.092

6.281

6.377

0.416

5.387

辺C(上底)

2.334

3.086

5.416

6.092

9

12

符号

8.2952002

2.2122438

-

2.0888345

-

-

3.668

4.000

3.372

4.880

1.685

3.776

23.920

5.720

7

10

10.7999998

1.4910041

-

ヘロン面積

-

-

10.800

4.939

2.000

3.580

5.387

辺B(高さ)
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5
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7.1596703
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-

-

2.900

-
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5.387

4.000

21.020

5.720
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15
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3

6
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-

-

2.193

角度

0.150

3.776
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0.912
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3.668

13

合計面積 (m2)

辺A(下底)

1

4

2.4430622
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6.2714060

-

-

4.941

0.907

3.372

1.167

4.941

2.334

4.802

21.397

11

14

2
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0.1642587
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-

-
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0.833

4.950

辺C(上底)

2.334

2.000

10.984
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9

12

符号

18.1951041

8.2931948

-

-

29.1027695

-

-

5.350

5.450

7.286

5.720

1.416

4.732

合計面積 (m2)

10.880

6.175

4.910

7

10

10.3588023

4.8688159

-

-

4.800

ヘロン面積

-

-

5.250

6.092

3.922

6.377

6.175

5.250

17

辺B(高さ)

23.920

5.400

5

8

235.1245439

7.5423028

29.6483767

-

-

5.400

1.000

-

5.450

4.732

2.820

10.882

12.167

6.377
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3

6

2.1759349
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17.0094524

-
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5.400

2.193

0.907

角度

14.135

5.583
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6.300
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7.286

13

16

辺A(下底)

1

4

3.8231998

2.3242847

8.4048909
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-
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6.281
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3.086

1.917

6.092
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-
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5.720

10.599

9
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符号

0.9999860

-

-

1.414

4.732

2.600

合計面積 (m2)

ヘロン面積

-

-

1.000

辺B(高さ)

1.414

5.400

5

10.0870918

-

1.005

1.000

3.162

3

6

2.3242847

角度

1.000

2.600

4.650

辺A(下底)

1

4

2.3638749

1.2000000
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0.5000000
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林道

自動車道

林道施設災害
路 線 名

番 号

設

計

者

審

査

者

　　　事業事 業 名

設計速度

施行主体

地 内

林道区分

名 称

施 行 地

年 度

縮 尺 図 面

級別区分
１級

(令和６年災)復旧サビヤ山線

輪 島 市

石 川 県 輪 島 市 門 前 町 浦 上

奥 　 地

１葉中　１番

図　示

20km/h

令 和 ７ 年 度

２号箇所

その５平面図・縦断図・標準断面図(1/1)

その５平面図・縦断図・標準断面図
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DL=230.000

235.000

240.000

245.000

平 面 線 形
曲 率 図

測 点 番 号

単 距 離

追 加 距 離

地 盤 高

計 画 高
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L=4.3mL=8.5m L=12.8m

クラック深
18cm(査定時)

縦　断　図
H=1:500･V=1:100
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復旧厚根拠
No.16+15.0
～No.17+3.5

No.17+3.5
～No.18+0.6

クラック深
6cm

地震災2号箇所その5 L=25.6m

沈下区間路面災区間 路面災区間

6cm 18cm

※注

※本図の標高は測地成果2011である。

・No.16+15.0～No.17+3.5間はクラック深が6cmのため、上層路盤全層の復旧とした。

・No.17+3.5～No.18+0.6間は沈下区間かつ同程度の縦断クラックが確認されたため、最大クラック深18cm(査定時)を復旧厚設定根拠とした。as

1:
1.
5

1:1.5

1:
1.
2

1:1.2

2.0% 2.0%

標準断面図
S=1:100

下層路盤工：RC-40

表　層　工：密粒度As13F t= 4cm

t=10cm

t=30cm

上層路盤工：M-40

下層路盤工：RC-40

表　層　工：密粒度As13F t= 4cm

t=10cm上層路盤工：M-40

【申請：アスファルト舗装工】【現況：アスファルト舗装工】

t=18cm

最大クラック深
18cm(査定時)
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平　面　図
S=1:500

クラック深

18cm(査定時)

クラック深

6cm

NO.16+15.0

路面災区間 沈下区間 路面災区間

～NO.17+3.5
NO.17+3.5

～NO.17+16.3
NO.17+16.3
～NO.18+0.6

L=4.3mL=12.8mL=8.5m

その4から16.1m 地震災2号箇所その5 L=25.6m

地震災2号箇所復旧延長 L=284m
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林道施設災害
路 線 名

番 号

設
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者

　　　事業事 業 名

設計速度

施行主体

地 内

林道区分

名 称

施 行 地

年 度

縮 尺 図 面

級別区分
１級

(令和６年災)復旧サビヤ山線

輪 島 市
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奥 　 地
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１葉中　１番

そ の ５ 横 断 図 ( 1 / 1 )

その５横断図
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43

GH=237.94

DL=235.000

FH=237.942

NO.17

GH=237.76

DL=235.000

FH=237.760

NO.18+0.60

GH=238.35

DL=236.000

FH=238.350

NO.16+15.00

GH=237.73

DL=235.000

FH=237.731

NO.18

※本図の標高は測地成果2011である。
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※注

・No.16+15.0～No.17+3.5間はクラック深が6cmのため、上層路盤全層の復旧とした。

・No.17+3.5～No.18+0.6間は沈下区間かつ同程度の縦断クラックが確認されたため、最大クラック深18cm(査定時)を復旧厚設定根拠とした。
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工種

土工

数量細分

路床盛土 -

掘削工(地山) -

路肩盛土 -

-盛土法面整形

法面保護工 -植生シート張工
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林道

自動車道

林道施設災害
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１級
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奥 　 地
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20km/h
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令 和 ７ 年 度

２号箇所

そ の 5 舗 装 工 展 開 図 ( 1 / 1 )

その5舗装工展開図
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符号
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-

9.059

15.953

ヘロン面積

-

-

4.700

辺B(高さ)

5.006

11.841

5

-

6.727

10.645

3

合計面積 (m2)

11.7500289

角度

5.000

20.600

5.004

辺A(下底)

1

4

35.8933088

118.1118264

5.006

11.841

2
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46.3460765

-

辺C(上底)
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-
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表層工

上層路盤工(t=10cm)

下層路盤工(t=18cm)

不陸整正(t=2cm)
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